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　王宮内部をまだよく把握しておらず、ロシータは迷っていた。

　早く侍女長のところへ行かなければならないのに。一年目は王宮の北棟が持ち場だったが、二年目となる来月からは侍女長についてあちこち行くことになり、行動範囲も広くなる。王宮全体を覚えなくては。北棟のことしか知らないので、ほかのエリアに出たら大草原と一緒である。

　ロシータは焦り、階段を下りていて足を踏み外した。このままでは転がり落ちると瞬時に手を伸ばしたのが窓のカーテン。バリバリという音を立てて、重厚で上等な生地のカーテンはレールから外れてしまった。次に、ビリっという音。

　しまった。背筋が寒くなる。カーテンのおかげで階段からの転落を防ぐことができたのだが。

「怒られちゃう……」

　どうやって降りるかよりも、カーテン修復費用のほうが気になる。カーテンにぶら下がったロシータが涙目になったときだった。

「どうした」

　よく通る低い声が聞こえた。見ると階段の下から、背が高く体格のいい黒髪の男性がこちらを見上げている。少し癖のある前髪が目にかかり、鼻梁と目元を際立たせている。濃い睫毛が囲む目に射抜かれる。

　なんと美しい、青い瞳だろう。

　思わず見とれる。青い瞳はゆらりと瞬きロシータを捉えた。

　大きな体だ。厚い胸板のせいで服がはちきれそう。鍛えられた太い腕が帯剣した剣にかかり、ガチャリと音を立てた。

　騎士団員だ……黒と青を基調とした制服、胸に光る銀製の騎士団紋章。赤いラインが三本あるということは上流階級の証。彼の目に警戒の色が浮かんでいる。

「す、すみません。ちょっとつまずいて……」

　ロシータは半分外れたカーテンにぶら下がった状態で必死に笑顔を作った。怪しい者ではないので、抜刀されては困る。必死の笑顔がどう映ったのかはわからないが、彼は柄頭から手を離した。離したその手をこちらへ伸ばす。

「こっちに来い。俺につかまって」

「あ、す、すみません」

　ロシータはカーテンをつかんでいた手を離し、彼の手を取った。大きな手だった。しかしどうすればいいのかわからず躊躇していると、逞しい腕がロシータの腰に伸びた。

「う、わっ」

　彼はロシータの体をひょいと抱き上げた。鼓動が跳ねる。抱きつく形になり、恥ずかしくて顔から火が出そうだ。彼はロシータを抱いて階段を下り、床にきちんと立たせてくれた。

「大丈夫なのか？」

「は、はい」

「よかった」

　青い瞳に灯っていた険しく厳しい炎はふっと消え、代わりに労りの色が広がる。彼は真っ直ぐにロシータを見た。

　左の耳に包帯が巻いてある。怪我をしたのだろうか。

「わたし、いままで北棟でしか仕事をしていなくて、こちらへ来たばかりなのです。急いでいて……すみません。ご迷惑をおかけしました」

「怪我がなくてなによりだ。気をつけて」

「わたしは大丈夫です。あの」

　自分はどこもなんともなかった。カーテンの破壊をあとで怒られるくらいだろう。だが。

「騎士様は、それ、お怪我されたのですか？　耳……」

　ロシータが言うと、彼はぱっと耳に手を当てる。

　少し狼狽える表情をロシータは見た。聞いてはいけないことだったのだろうか。

「これは……過去の傷。無鉄砲な戦い方をしたせいで、耳を怪我した」

　ということは治療中ではないのか。どうして包帯を巻くのかと首を傾げていると、彼は苦笑する。

「耳の怪我だけじゃなく、友も失った」

　彼の苦笑につられそうになるが、笑ってはいけないと口を引き結ぶ。反応に困ったことが伝わったのか、彼は耳から手を離した。

「……いや、こんな話をきみにしても仕方がないな。すまない」

「そ、そんなことは」

　友を失った、と言った彼は自らを責め、悲しみを胸に秘めているように見えた。なにか自分で役に立つことはないだろうか。彼が笑顔になるようなことができないだろうか。咄嗟にそんな思いに駆られる。

「あの、わたし、騎士様の剣技の相手はできませんが、話し相手にならなれます！」

　彼は目を丸くして驚いている。

「あ、あの、ええと、すみません……」

　自分はなにを言っているのだろう。でしゃばった真似をしてしまったと、ロシータは下を向いた。

「騎士様も、その、ただ人に話を聞いてほしいときもあるのではないかと……思って」

　新米侍女がなにを言うかと不機嫌に一蹴されても仕方がない。けれど、少しの沈黙のあと、彼は「ありがとう」と笑った。

「じゃあ、おしゃべりをしたいときは、きみに頼もうか」

　馬鹿なことを言ってしまったのに、足蹴にしない優しい笑顔。

　恥ずかしい。でも、笑ってくれて嬉しい。彼の笑顔をもっと見たいと思う。

　先程のように、苦しく悲しい色を瞳に宿してほしくない。

　今日初めて会った人に対してそんな風に思うなんて、自分はおかしいのだろうか。

「あ、あの、わたし、ロシータ・ティラドと申します」

「俺は、レオンシオ・セヴェリン。よろしく」

　優しく微笑む青い瞳。去っていく大きな背中をずっと目で追う。

「レオンシオ……さま」

　騎士団のレオンシオ。

　名をもう一度つぶやく。いままで知らなかった感情が心に広がった。

　そのときから鼓動は静かに熱を持ち、少しずつ、思いを刻む。

















第一章　カラーレス












　香油の香りを含んだ空気がそこらを満たし、女たちの笑い声が王宮の壁に跳ね返り、響く。

　ロシータは、美しい王太子妃と、彼女を取り囲む王太子妃付き侍女たちが通り過ぎる様子を見送る。

　ゆっくりと歩を進める王太子妃はロシータに気づいて立ち止まり、声をかけた。

「ごきげんよう、ロシータ」

「ラヴィーニア王太子妃殿下、ご機嫌麗しく」

　艶やかな黒髪を結い上げたラヴィーニアの美しさにロシータは目を細めた。

　王太子アーロンに嫁いだ王太子妃ラヴィーニア。清楚で美しく気品のある女性だ。

　羨望のまなざしを送るロシータ。だが、ロシータのことが気に入らないのか、取り巻きの侍女たちはひそひそと声を立てる。内容はなんとなくわかる。ロシータは無視し、ラヴィーニアだけを見た。

「ロシータ、先日修理していただいたブローチ、問題なく使っています。ありがとう」

「いいえ。お役に立ててよかったです」

「またなにかあったら頼みますね」

「喜んで」

　ロシータは、集団を静かに見送る。侍女たちの何人かはこちらにあからさまな嫌悪の目を向けていたが、相手にせず反対側へ歩き出す。

　ラヴィーニアが大事にしているダイヤのブローチを床に落とし変形させてしまった。とても困っていると王太子妃付き侍女が漏らしていた。

　ロシータはなにか役に立てないかと考え、父ティラド子爵の友人である宝石商に頼み、腕のいい宝飾職人に修理してもらったのだ。つい一週間ほど前の話である。

　修理が終了してブローチが戻ってくるとラヴィーニアはたいそう喜んだ。職人には相応の対価が支払われたが、手配をしたロシータにも少しの報酬が出た。ロシータは、たいしたことはしておらず報酬の辞退を考えたが、相手は王太子妃。気持ちを踏みにじることになってはいけない。王太子アーロンも喜んでいるという。王太子夫妻の気持ちはとても光栄だが、報酬まで出るとなると逆に畏れ多い。現に、報酬の話は侍女たちの間に広まり、ロシータは瞬く間に嫉妬の対象になった。肩身が狭い。

　ただでさえ、仕事一筋で侍女仲間からは変わり者扱い。そして国内では珍しい赤毛で目立ってしまうというのに。

　父も母も、兄と姉ふたりも国内でよく見る黒髪と茶髪なのに、ロシータだけが赤毛。赤毛の血は異国から嫁いできた母の祖母の影響だ。とはいえ、ロシータが生まれる前に故人となった人物なので思い出がない。受け継いだとも思っていない。この赤毛のせいで、幼少期から嫌な思いをしたこと多数。「結婚できるか心配だ」と母が気に病む。髪の色だけでまるで欠陥品のように言わないでほしい。

　姉たちは縁あってそれぞれ嫁いでいき、ロシータが十七歳で社交界デビューを果たすと、父が縁談の根回しをし始める。ロシータはこのまま結婚するのは嫌だった。ティラド子爵家は、爵位は低いが事業がうまく軌道に乗っているので特別貧乏ではない。兄がいるので跡継ぎに困ることもない。兄には貴族令嬢の恋人がいるのでそのうち結婚するだろう。

　初恋もまだだというのに、どうして親が決めた縁談で結婚しなくてはならないのか。

　しかし、反発すれば母が悲しむ。悩んだロシータは両親を安心させたくて王宮侍女として働くことを選んだ。ロシータが二十一歳のときだった。

　今年で三年が経つ。

　王宮で働きたいという意思を伝えると両親は驚いていたが、反対はしなかった。王宮にあがった貴族令嬢たちは、王族に付くなどして行儀見習いをしながら結婚相手を探すのが一般的。両親は、きっとよい出会いがあるだろう、と期待しているらしい。

　親の縁談、王宮での結婚相手探し。そういう結婚が、幸せかしら。

　王宮で働きながら、結婚相手を探すことが悪いとは言わない。しかし、結婚相手を探すことだけに躍起になる毎日など、ロシータはまったく楽しいと思えない。

　社会について学び、いろいろな人生経験をすべきじゃないかしら。

　心の豊かさを育むことは無駄にはならない。王宮内の仕事で勉強することはたくさんあるし、覚えていけば楽しい。

　仕事や勉強をしていく中で、もしかしたらどこかの誰かと縁あって……ということがあるかもしれない。お互いを認め合える相手と出会えることがあるのなら、もしそんなときが来るなら、自分の気持ちに正直に生きようとロシータは思う。

「出入りの公爵子息がとても素敵だったのよ」

「王太子殿下の御学友を見かけたの。名門の三男だそうよ」

「伯爵位を継いだばかりの男性がいて」

　ロシータは、家柄や金や地位で人を値踏みし、見目麗しい男性の話題に花を咲かせる侍女たちを遠巻きに見ていた。それが仲間の反感を買う。

「ロシータよ。見て。あんなに赤毛だと派手で下品に見えるわ」

「背も高いから、そうね、派手な羽色のフラミンゴみたいだわ」

「仕事のことしか頭にない真面目でつまらない子」

　キャハハという笑い声のほうが下品ではないかと思いながら、ロシータは日課である侍女長への挨拶と報告へ向かった。

　王国ペドレリア。アンバール鉱山を有し、鉛や亜鉛のほか金や銀の採掘が主だが、少数の青い宝石サファイアも出る。なかでも希少なのが海の底を思わせる紺碧のサファイアで、鉱山名を取りアンバールサファイアと呼ばれ高値で取り引きされている。

　歴代国王が鉱物の加工と輸出のため国内に運河を整備し、工場や港への運送をスムーズにした。宝石加工技術に関しては国家資格を設けた。宝石商は高品質のものを流通させ、国内の宝飾職人は腕がいい。

　ロシータの父も宝石事業を手掛け、加工工場を経営している。その繋がりで王太子妃のブローチ修理となったのだ。

　ロシータは王族付きの高級侍女ではない。いわゆる事務担当の侍女である。新入りの頃から侍女長の指示通りに仕事をこなすうち、真面目な働きぶりが認められ、侍女長指名で去年より侍女長補佐となった。

　侍女長補佐に就任したことは王宮内で小さな出来事ではあったけれど、ロシータの生活に変化をもたらした。必死で取り組んだおかげか、行動に余裕ができ視野が広くなる。視野が広くなるといろいろなことに気づく。気づくとどう動けばいいのかわかるので自信が出てくる。それに王族と接する機会が増えた。

　しかしながら、両親が期待しているような結婚の話は未だひとつもない。母が心配して手紙を寄越すが、心配させないよう当たり障りのない内容の返事を書いている。

　出会いや結婚どころか、彼女を嫌う侍女たちが『見目麗しい地位も富もある男性たち』に、ロシータは『仕事一筋のフラミンゴだ』と吹聴しているだろう。

　ロシータは王宮内での仕事にとても魅力を感じていた。王宮侍女の仕事はたくさんある。

　国王や王太子、騎士団の様子を垣間見て国の動向を身近に感じることも興味深かった。

　もっと知りたい。もっとがんばりたい。

　ロシータは働くのが好きなのだ。役に立つことが幸せだ。

　窓から入る朝日の眩しさに目を細めながら、いまではもう慣れた侍女長室への廊下を歩く。今日も暑くなりそうだ。侍女長室のドアをノックし、返事が聞こえたので部屋へと入る。

「失礼します」

　侍女長室は縦長で、窓からの光を背に受け机に向かう侍女長は影にしか見えない。いつも思うのだが、部屋も若干暗いので机の前に灯りを用意したほうがいいのではないだろうか。

「お疲れ様です。厨房経費の報告書をお持ちしました」

「ご苦労様」

　侍女長は書き物をしており、丸い眼鏡から上目遣いでロシータを見る。

　恰幅のいい侍女長は体の大きさに不釣り合いな機敏さで仕事をこなす。厳しいが、愛情深い女性だ。彼女がいなければいまのロシータはないと言っても過言ではない。

「ロシータ。今日はいまから打ち合わせの準備に行ってもらいたいのです」

「打ち合わせ、ですか？」

「そうです。場所は騎士団棟会議室。わかりますか？」

　わかると意思表示をすると「時間は午後からです」と侍女長が椅子から立ち上がった。

「騎士団棟改修工事の打ち合わせがあります。わたしが行くことになっていたのですが急用が入ったので、あなたに代わりを頼みたいのです」

「承知しました」

「改修内容はあまりあなたに関係ないですが……老朽化対策と一部壁崩壊の修復。壁の崩落は老朽化のせいもあるらしいので、ちょうどよい機会なのでしょう」

「壁が壊れたのですか。虫が入ってきますし、冬場は隙間風が辛いですね」

　たしかに騎士団棟自体が古い。浪費癖のある国王ではないので、王宮はもとより騎士団棟の痛みなどは気にも留めていなかったのだろう。

「工事のうちに壁を新しくすることも含まれているはずです。修理箇所も多いですし。そっくり建て替える建物もあると」

「思ったより大規模な工事なのですね」

「そうですね。打ち合わせには工事業者と王宮内関係者、騎士団関係者が参加するとのことなので、お茶や軽食の準備をしてください」

「わかりました。いま話をうかがい、今日は少々気温が高いので果物もご用意しようと思いますが」

「いい考えですね。ロシータ、あなたに任せます。必要と思われるものは判断して準備を」

「承知しました」

　ロシータは侍女長室を退室し、すぐに準備に取りかかることにした。

　廊下を歩く足が軽やかだ。いつの間にかステップを踏んでいる。心が躍る。

　騎士団棟に行ける。あそこには、あの方がいる。

「レオンシオ様……」

　名を口にして顔が赤くなる。

　ペドレリア王立騎士団第一騎士団長、レオンシオ・セヴェリン。ロシータが密かに憧れる男性である。

　階段でカーテンにぶら下がっていたところを助けてもらってから、遠くに姿を見かけるとつい目で追ってしまう。侍女たちがする人の値踏み話には交ざりたくないが、ロシータだって恋愛にまったく興味がないわけではない。

　初対面は青い瞳が印象的だった。それから、大きな体が素敵だなと思った。馬に乗り剣を振るい戦うためには強靭な体が必要だ。もともと体格はよいのだろうが、あのような逞しい体は一日や二日ではできない。努力のたまものなのだろう。

　筋肉と脂肪がちょうどよくついた素晴らしい体躯。背も高いので、遠くから見てもレオンシオだとすぐわかるようになった。

　騎士団の制服がとてもよく似合い、精悍で立ち姿も凛々しい。いつもは眼光が鋭いが、仲間にふと見せる優しいまなざしがロシータの胸を締めつける。そのまなざしが真っ直ぐで心に残る。忘れられない。どうしてこんなにも気になるのだろうと考える。自分の悩みと言っても過言ではなかった。しかし、この気持ちはなんなのかと自覚していくにつれ、悩みではなく大事な『想い』だと気づいた。

　わたしは、レオンシオを好きなのだ。

　考えれば考えるほど。だから、姿を見ることができれば一日幸せだった。

　体を触ってみたい。そう考えるとなんてはしたないのだろうと顔が赤くなる。しかしそれが素直な気持ちだ。

　あのがっしりした胸に体当たりをしたい。ああでも、急になんの前置きもなくそんなことをすればきっと彼は怒って、ロシータを弾き飛ばすだろう。牛でも突進してきたのかと思うに違いない。けれど、全身打撲をしてもかまわない。

　ロシータはレオンシオとのふれあいを密かに夢見るが、ときどき遠くから見つめるばかりで実現には至らない。

　王立騎士団は、三部隊編成。

　第一騎士団の任務は、王族の警護など。国王や王太子側近も所属し重要任務に出ることも多い精鋭部隊。戦では第一陣と後方陣に分かれる。

　第二騎士団は山岳警備の担当で、山岳訓練がある。

　第三騎士団は一番人数が多い。町と港湾部担当で海上訓練がある。国の重要部である運河に携わる部隊が存在し第三騎士団のうちに運河専門部隊が編制されている。

　レオンシオは第一騎士団長だ。王族警備は信用のおける者にしか任せることはできない。レオンシオは王太子アーロンと少年時代を過ごし仲がいいという。

　しかし。そのような花形組織に身を置くレオンシオの評判は『冷酷で無愛想な大男』だった。

「あのように体が大きいだけの男、少しばかり美形であってもあまり魅力は感じないわ」

「いつも厳しくて難しい顔。顔色ひとつ変えずに敵を斬るらしいわ」

「愛想がないのよ。やはり優しい笑顔の男性がいい」

　侍女たちの噂話はそんな感じだ。

　なぜそのように言うのだろう。ロシータはレオンシオが不愛想だとは思えなかった。そうでなければ騎士団長など務まらないのではないだろうか。

　馬鹿馬鹿しいと、レオンシオに対する評価を掃除で出たごみと一緒に屑入れに捨てたのだった。

　さて。仕事を開始しよう。

　ロシータはまず厨房へ行き、料理人に手伝ってもらい果物の盛り合わせを用意した。茶葉は自分で選び、きりっとした味わいのものと、リラックス効能のあるものにした。

　レオンシオは打ち合わせに参加するのかしら。聞いてくればよかった。

　打ち合わせに参加するかどうかわからないし、騎士団棟にいるからといって必ずしも会えるとは限らない。それなのにウキウキして、馬鹿だ。

　でも、来るかもしれない。会えるかもしれない。淡い期待を抱いても罪にはならないはずだ。

　彼は果物だとなにが好きなのだろうか。わからないのであるだけ用意してもらった。菓子もいくつか用意した。チョコとクリームと、ジャム、焼菓子。どれが好きだろうか。甘いものが苦手かもしれないので、チーズを少し用意した。昼食後だし、たくさんは食べないのだろうけれど。

「……山盛りになっちゃった」

　重さが増したワゴンを押し、騎士団棟へ向かう。

　広大な王宮敷地内にある騎士団棟。常駐団員宿舎や訓練施設、厩舎や武器庫もある。それらの建物が囲む広場で騎士団が剣術や馬の訓練を行っている。

　レオンシオは王太子側近の立場でもあり、騎士団棟に住んでいる。

　まだ打ち合わせ時間には早いのだが、備えあれば憂いなし。ロシータは会議室に入り準備に取りかかる。食事がメインではないので、邪魔にならない場所を選び、ワゴンからクロッシュが載る果物皿と菓子を並べる。

　図面など書類を並べ書き物もするだろう。大きなテーブルにはクロスがかけてあるので、取ることにする。ペンが使いにくいだろうから。

　ロシータは室内を見渡す。特別汚れたところは見当たらない。

「軽く掃除をして、あとは……」

　ふと窓の外を見る。良い天気だ。

　そういえば、一部壁が崩落したと言っていた。どこだろうかと窓に近づき右に視線を向けると崩れた壁が見えた。ロシータは窓を開け、身を乗り出した。

「あれかぁ。ずいぶん盛大に崩れたのね」

　誰かの部屋でなければいいが。夏なので壁に穴が開いていては虫が侵入してくるだろう。

「ん？」

　見ていると、山積みの煉瓦から人が立ち上がる。

「レオンシオ様だ！」

　なぜか隠れてしまうロシータ。またそっと窓から顔を出して見てみると、レオンシオがウロウロしながら煉瓦をどけたりしている。

　どうしたのだろうか。なにか困っている様子だ。

　ロシータは会議室を飛び出して、レオンシオがいる崩れた壁へ行った。

「あのっ！　レオンシオ様！」

　後ろから声をかけると、しゃがんでいたレオンシオが立ち上がる。

　相変わらず大きな体。こうして近寄るとやはり圧倒される。というか、こんなに近くでレオンシオとふたりきりになるのは、階段で助けてもらったとき以来だ。

　ひとつでも重いであろう煉瓦を片手でまるでパンのように軽々と持っている。

「ど、どうされました？　なにか困っていらっしゃる様子だったので」

　レオンシオが眉間にしわを寄せたのは太陽が眩しいから。もうすぐ太陽がてっぺんに届く時間だ。

　太陽の光がよく似合う。顔や腕の筋肉は汗で光っている。よく見ると、半袖から出る左腕には黒一色の刺青タトゥーが彫ってある。蔦のような模様だった。

　騎士団の制服は長袖だ。こうしてそばで半袖姿を見ることなどなかったから、いままで気づかなかった。

　耳の傷もはっきり見える。まるで耳たぶに鋏で切れ込みを入れたようだ。

「きみは？」

　レオンシオを舐めるように見ていた自分に気づき、ロシータははっとする。うっとりとしている場合ではない。

「ロシータです。侍女長補佐をしておりまして」

「ロシータ殿、か」

　以前、名乗ったのに忘れているらしい。仕方がない。普段は言葉を交わすばかりか会う機会さえないのだから。少しだけがっかりしたが、ロシータは気を取り直し、笑顔を向ける。

「会議室で騎士団棟改修工事のお打ち合わせがあるとのことで、準備を仰せつかったのです。窓からレオンシオ様が見えて」

　ロシータの話を聞いて、レオンシオがドスンと音を立てて煉瓦を投げ捨てた。煉瓦が地面にめり込んでいる。

「ああ。打ち合わせには俺も出るのだが。ちょっと……なくしたものがあって」

「なくしもの、ですか」

「この煉瓦の下に。工事着手は数日後だから、撤去されてしまうだろう。それでは困る」

　レオンシオが崩れた煉瓦を指さす。

「この下？　ですか。ええと……物はなんですか？」

「ペンダントなんだ。銀のチェーンで、これぐらいの青い石がついている」

　小指の先を示し、石の大きさを表現したレオンシオ。ロシータは愕然とした。そんな小さなものが崩れた煉瓦の下敷きになっているなんて、途方もないことだ。しかし、困るレオンシオを放ってはおけない。

「大事なものなのですね。わかりました」

　ロシータは腕まくりをした。そして足元の煉瓦に手を伸ばす。

「いや、あの、ロシータ殿」

「ふんっ……お、おも……」

「きみ、なにを」

　ゴロリとひとつ煉瓦を転がして、下になにもなかったことを確認する。レオンシオは心配そうに眉間にしわを寄せている。

「わたしもお手伝いします！」

　はりきって返事をすると、レオンシオは目を丸くした。

「もう会議室の準備もほとんど終わっていますし、打ち合わせまで時間があります」

「し、しかし、危険だ」

「大丈夫です。気をつけて探しますから。それに、ふたりのほうが見つかる確率も高くなるはず」

　腕力はレオンシオの足元にも及ばないが、ゼロよりはいい。

「無理をしなくていい。怪我をしては大変だ。服も汚れる」

「服は汚れたら洗えばいいのです。ひとりで探すよりふたりのほうがいいですし、動かせないような煉瓦はレオンシオ様にお任せします」

　帰れと言われたくなかった。必死で食い下がるロシータに根負けしたようで、レオンシオは苦笑して「ありがとう」と言ってくれた。

「レオンシオ様は本当に力持ちなんですね。こんなに重い煉瓦を軽々と……」

「剣も鎧も重いからな。体を鍛えないと動けない」

「立派な体格ですものね。いつも見ています」

「体を鍛えるのも騎士の心得だ」

　ロシータは口をおさえた。いまうっかりいつも見ていると言ってしまったのだが、レオンシオは気に留めていないようだ。少しほっとして、ロシータは煉瓦をどける作業を続ける。

「恥ずかしながら……この壁を壊したのは俺なのだ」

「そ、そうなのですか！」

「昨日早朝、鉄棒を使い鍛錬をしていたら、手が滑って鉄棒が壁に激突してしまい」

　このように盛大に煉瓦壁が崩れるなんて、彼が使っていた鉄の棒というのはどれほど大きく重いものだったというのか。

「経費削減を心掛けているというのに、団長自ら壁を破壊し余計な経費がかかってしまうとは」

　レオンシオは耳を掻いて肩を落とす。

「で、でも、騎士団棟改修工事は老朽化対策も含まれるとうかがっています。壁はもう古く、崩落はそのせいもあると。いい機会だと侍女長がおっしゃっていました。それに、工事は計上した予算内で行うのが基本で壁ひとつ壊れたところで大差ないと思うのですが」

「……そうだろうか。たしかにこの壁が予算超過の要因になる報告は受けていない」

「新たに煉瓦を組み上げるのでしょうし、古い煉瓦壁は壊すのでは？　ここはすでに壊れている。レオンシオ様は撤去の手間をひとつ減らしたのです」

　崩れた壁を見上げたレオンシオは額の汗を拭った。

「きみ、ずいぶんと詳しいようだが」

「……出過ぎた真似を」

　レオンシオを励ましたいあまり、つい余計なことを言ってしまったかもしれない。騎士団長を相手に侍女である自分が差し出がましい。ロシータは首を垂れた。

「いや。よくわかっているなと思って」

「侍女長に鍛えていただきました。見て覚えたことばかりですが、そんなに詳しくは存じ上げません。申し訳ございません」

「謝らなくてもいい。ありがとう。きみは仕事熱心なんだな」

　ふっと笑うレオンシオの笑顔が眩しい。

　ありがとうと言われた。なんて嬉しいことだろう。いままで遠くから見ているだけだったのに、こんな風に言葉を交わして。今日は最高に嬉しい日だ。

　しかし、あまりに真っ直ぐ見つめてくるので恥ずかしい。手も止まっている。どうしてそんなに見るのだろう。ロシータはたまらなくなり視線を下げた。するとレオンシオは「あ」と声を出す。

「思い出した。きみはカーテンにぶら下がっていたな」

「お、覚えていらっしゃいますか？」

「その赤毛に覚えがある。そうか、あのときの娘か」

　記憶を呼び戻そうとじっと見ていたらしい。

　思い出してくれた。この赤毛もたまにはいい仕事をする。

　うふふ、と嬉しい声が漏れるが浮かれている場合ではない。ペンダントを探さなければ。

　煉瓦を放り投げるレオンシオ。ロシータも砕けた煉瓦を掻き分ける。

「このあたりのはずなんだ。崩れてきた壁を回避したときにおそらくチェーンが切れたのだ。遠くに飛んでしまったりはしていないと思うんだ……」

「ただ落ちて下敷きになっただけだといいのですが」

　ロシータが屈んだ目の前にレオンシオが腕を伸ばした。腕の刺青が気になる。

「あの、レオンシオ様。聞いてもよろしいでしょうか？」

「どうした」

「腕にそのような刺青がありましたか？　初対面のときにはなかった気がしたもので」

　ただ見えていなかっただけかもしれないが。

「ああ、これは……。そうだな、あの頃これはなかった。よく覚えているんだな」

　レオンシオは左腕の蔦模様を指でなぞる。伏せた睫毛が瞳に影を落とす。

「俺は去年、団長に就任したばかり。戦うことが任務だとわかっているが戦が多いことは望まない。しかし、守るためには戦わなければいけないときもある」

　伏せた睫毛は影だけではなく一滴の悲しみも落としている。レオンシオは嘘をつけない瞳をしている。

「かつての戦いで散った仲間を蔦に茂る葉にして刻んだ。騎士団の長として、忘れないように……けれど、増えてはいけないものだ」

　葉の数を数えることは彼にしか許されないのだろう。

「増やしたくない。だから、守るために強くなる」

　なんて悲しそうな顔をするのだろうか。国を、王を守り戦うことが使命の騎士団。しかしそれは常に死と隣り合わせだ。友との死別の悲しみは想像を絶する。

　苦しいですね。辛いですね。そんな言葉をかけてはいけない気がした。

「……どうして、蔦模様なのですか？」

「蔦には、大木や岩などに巻きついて離れないことから、友情、永遠などの意味がある。俺の仲間は、俺の中で永遠に生きる。そんな意味を持たせたくて」

　ひとつ、ため息をつきじっと自身の手を見るレオンシオ。その手で友を抱き、見送ったのだろうか。

「自己満足だ。笑ってもいい」

「そんな、笑いません。わたしこそおかしな質問をしてすみませんでした」

　いや、とレオンシオはロシータを見た。

「きみは不思議な娘だな。俺は、どうしてこんな話をしてしまったのかな」

　苦笑し首をひねりながら耳に手をやるレオンシオ。耳を触るのは癖なのかもしれない。だから、今度は耳の傷が気になる。

「耳の傷は、戦で負ったのですか？」

　彼のすべてが気になる。話し声も青い瞳も、刺青も傷も。

「きみは俺に質問ばかりするな」

「すみません……」

「責めてはいない。あと、さっきから何度も謝らなくていい」

「すみま……あ、はい」

　レオンシオは苦笑したあと、自分の左耳に手を当てた。階段で助けてもらったときに包帯が巻いてあった耳だ。

「階段で助けていただいたとき、少しだけ耳の話をしました」

「そうだったか」

　友も失った。あのときレオンシオはそう言ったのだ。

　彼は手を休めず「運河窃盗団の討伐任務だった」と話し出す。ロシータも同様に手を休めず耳を傾けた。どんな話も聞きたい。

「第三部隊に所属していた俺は、十七歳で初陣だった。名を挙げたくてひとり勝手に敵陣に突っ込んだ。もちろん訓練は積んでいたが舞いあがっていたんだな。背後を取られていたことに気づかなかった。そのとき、一番仲の良かった友人が俺をかばった」

　俺は耳を切っただけ。そう言ってレオンシオはまた耳を触る。

　悲しい思い出を持つ耳の傷。それに腕の刺青も。

　騎士団の長になるということは、そんなにも苦悩を背負わないといけないのだろうか。

「また……言わなくてもいいようなことを。誰にも話したことがないのに」

　レオンシオはバツが悪そうに苦笑するが、こうして話すことで彼の心が少しでも癒やされるならいくらでも話し相手になりたい。

「レオンシオ様、階段で助けていただいたときの会話は覚えていらっしゃらないのでしょう？」

　責める言い方にならないように気をつける。

「剣技の相手はできないけれど話し相手にならなれますって、わたし言いました」

　レオンシオは記憶をたどるように空を見上げていたが、思い出した様子はない。それでも別によかった。これから覚えていてくれればいいのだから。

「不思議な人だな、ロシータ殿は」

　ふっと笑うレオンシオ。

「耳の傷のせいで初対面の人間が怖がってな。階級が上がるたびに人間関係も広がるだろう？　隠すために布を巻いたりもしたのだがうまくいかない」

「わたしは怖くはないですが」

　耳を触る癖は傷を隠したい心理もあるのか。ロシータは黙ったままなにかいい方法はないかと考えた。思いついたら提案してみよう。

　それにしても、レオンシオは冷酷だ不愛想だなどという噂はどこから出たのだろうか。

「男はまだいいが、女性はやはりこの耳の傷を見て嫌な顔をする」

　なるほど、傷のせいで怖い印象があるのか。

「見た目で判断するのはよくありませんよね。レオンシオ様は立派な騎士団長なのですから」

「傷が怖い怖いと避けられると、なんだか人前で笑うことも減ってしまった。特に女性の前では」

　おどけるように眉間にしわを寄せてみせるレオンシオ。

「そんなこと……わたしもです。この赤毛、珍しいでしょう。このせいで派手だフラミンゴみたいだと言われるんです」

「フラミンゴとは。俺は赤毛でも別になんとも思わんが」

「皆が言いますよ。見た目で判断しないでほしいです。でもほら、派手なので遠くからでも見つけやすいでしょう」

「前向きだなぁ、ロシータ殿は」

　レオンシオは歯を見せて笑った。青い瞳がキラキラと輝いてとてもいい笑顔だ。

　こんなに気さくに話をしてくれるというのに。耳の傷や、騎士団長として毅然とふるまうことからついた印象なのかもしれないけれど。

「それを不愛想とか冷酷と評するのはおかしいわ」

「なにか言ったか？」

「……なんでもないです」

　まったく。正しくない噂を広めるのはやめてきちんと仕事をしてもらいたいものだ。

　ロシータはなおもブツブツ言いながら煉瓦の破片を「とりゃ！」と投げつけた。腹が立っていた。

　ゴロンと転がった煉瓦。こんなに重いのに片手で簡単に持つレオンシオは凄い……と思いながら地面を見た。

「……ん？」

　半分土に埋もれ、見えたのは銀のチェーン。土を手で払うと青い石が光った。あった。見つけた。

「あ、ありました！　レオンシオ様、これではありませんか？」

「本当か！」

　こちらに背中を向けていたレオンシオが振り向く。ロシータはそっとペンダントをつまみ、彼の手に載せた。

「あった。これだ。ありがとう！　ロシータ殿！」

「ああ、チェーンが切れてしまっていますね」

「そうだな。訓練中に外すべきだった」

「でも見つかって安心しました。よかったです！」

　思わず拍手をする。

　ロシータは流れる汗を手で拭った。土埃のせいか顔がかゆいのであとで洗わなければ。

「これは母の形見なのだ。去年、病であっという間に亡くなった。俺が団長になるのを見届けるようにしてな。もともとあまり体が丈夫ではなかった」

「そうなのですか。なおのこと見つかってよかったです」

　彼は大事そうに手に乗せている。美しい青い石は太陽の光を反射させキラキラと光っていた。

「……これ、もしかしてアンバールサファイアでは」

「わかるか。そうだ」

　ロシータが顔を近づけてまじまじと見ていると、レオンシオはロシータによく見えるようペンダントトップをつまむ。

「なんて……綺麗なのでしょう。希少でなかなかお目にかかれません。妃殿下が王太子殿下よりいただいた指輪を身に着けていらっしゃいますが、じっと見るなんてできませんもの。国王の王冠にも施されていますね」

「祖母が祖父よりプレゼントされたものらしい。母が受け継ぎ亡くなる前に俺へくれたのだ」

　青い石は深く自分の中に太陽の光を吸い込み、色を変化させ輝いている。吸い込んだ光を放出しているようにも見える。不思議な色だ。ずっと眺めていたい。

　アンバールサファイアは流通数が少ないが、記念やコレクションとして所持している王族や貴族がいて、運よくこうして目にすることができる。

「て、あれ？」

「どうした」

「あの、ちょっとお借りしていいですか？」

　ロシータはアンバールサファイアの部分を光に透かして見た。

「……ひびが入っていませんか？」

「ええ！」

「入っていますね……ほら、ここ」

　アンバールサファイアを噛む台座が歪んでいて、光に透かすとやはり真ん中にひびが入っている。煉瓦が直撃してしまったのだろう。

　レオンシオも光に透かして確認した。「なんということだ……」と呻くような声を出し、がっくりと膝をつく。母の形見ならばよほど大事なものであることは想像に難くない。あまりに気落ちするので痛々しい。

　なんと声をかければよいのかわからないでいると、レオンシオはゆっくり立ち上がる。

「……取り乱した。すまない」

　まだ衝撃が残っているのだろうが、弱々しく微笑みペンダントを握りこむ。

「一緒に探してくれてありがとう。本当に助かった」

「いえ……これくらいなんでもありません」

　ふっと、レオンシオはロシータに視線を留める。手が伸びてきたのでロシータは肩をすくめた。

「じっとして。顔が汚れている」

　ザリッという感触と一緒に、レオンシオの指がロシータの頬を撫でた。土がついていたらしい。思わず目をぎゅっと閉じる。全身が心臓になったようだ。

　汚れを取ってくれただけ。レオンシオに他意はない。けれど、ロシータにとっては飛び上がるほどの出来事だ。たった数秒がやたらと長く感じる。

「あ、ありがとうございます……」

「洗った方がいい。綺麗な顔が台無しだ」

　レオンシオが触れた頬が熱い。いま彼は自分を綺麗と言った。そのまま受け取り部屋でひとり喜びを噛みしめたい。レオンシオがとても近い。大きくて逞しくて、強い騎士。この瞬間に再びロシータの心に深く住みついた。

「レオ……」

「レオンシオさまー！」

　ロシータを遮り、遠くから誰かが呼ぶ声が聞こえた。レオンシオは声のほうを振り向き手を挙げる。

「王太子殿下が捜しておいでです！」

「いま行く」

　レオンシオを呼びにきたのは若い騎士団員だった。

「すまない、ロシータ殿。俺はもう行かねばならない」

　ロシータはうなずく。会議室の準備を整えたら、あとは打ち合わせ終了後に後片づけをするだけだ。しかしレオンシオの前からなんとなく去りがたく、うつむいてスカートの砂を払う。顔を上げるとレオンシオは額の汗を拭っていた。

「レオンシオ様はお戻りください。わたしも仕事がありますので」

「ああ。打ち合わせの準備もありがとう。世話になった」

　じゃあ、と手を振りレオンシオは騎士団棟へと走っていく。その大きな背中を見送った。

　崩れた煉瓦を眺める。ここで初めてレオンシオと過ごした。ただそこにある空気のようにすれ違うだけではなく、きちんと目を見て言葉を交わした。彼の指が自分の頬に触れた。名を呼んでくれた。

　信じられない。いままで遠くから見ているだけだったのに。

　散らばった煉瓦を見ながら、崩落したのはまるでレオンシオへ通じる壁に思えた。

　大きな手が触れた頬はまるで火が灯ったよう。レオンシオがつけた火だ。

　ロシータは夏空を見上げて深呼吸をした。

















第二章　コーンフラワー












「この焼菓子、新作なんですって」

「王都の菓子店マドーの？」

「そうそう」

　甘い匂いと紅茶のいい香りが漂う、ここは王宮内のとあるサロン。王族が利用するのとは別に、侍女たちの娯楽用に設けられた場所だ。基本的には侍女たちがティータイムや会話を楽しむための部屋だが、王族がこちらに足を運び侍女たちに交ざり楽しく過ごすこともある。

　今日は王都ブローセの王宮御用達店から菓子が届き、王族付きの侍女たちにもふるまわれているのだ。色とりどりで一口サイズのチョコレートやバターの香り高い焼菓子、クリームや果物のケーキをスタンドに並べ、数種類そろえた紅茶とともに楽しむ。

　美味しそうだが、ロシータは口にできない。招かれたティータイムではないからだ。

「紅茶のおかわりいただけるかしら」

「はい、ただいまお持ちします」

　ロシータはティーポットを持ち、アドラが座るテーブルへ行った。

　アドラは王太子妃付き侍女で、ロシータと同じ歳だ。濃い茶色の髪を巻いて結い上げ、髪飾りもきらめいている。くっきりとした目鼻立ちで、意志の強さが大きな瞳にあらわれている。

　噂で聞いたところによると、アドラは王家遠縁のかなり裕福な貴族令嬢。王太子アーロンへの縁談を根回ししていたらしい。だが、アーロンがラヴィーニアと結婚したため、身を引いた。その後王族付き侍女を希望し王宮へとあがる。どこがどうなったのかはうかがい知れないが、結果的に王太子妃付き侍女となる。しかし、侍女の役目を果たさず、まるで自分が王族であるかのように着飾ってふるまう。「同じものを使用して、妃殿下のように美しくなりたい」などとラヴィーニアにねだり、王妃経費で華美なドレスを誂えたり、化粧道具を購入したりしている。

　なぜ侍女のアドラが王妃経費を使えるのかと侍女長に尋ねたことがあるが、王家遠縁、アドラの父と現国王が懇意にしていることも影響があり、誰も文句を言えないそうだ。

　アドラ主催のティータイムを頻繁に開催し優雅に過ごすばかり。ラヴィーニアには何人も侍女がいるが、アドラが仕事をしなくてもいいわけではない。

　アドラは持ち前の美貌と気の強さが一種のカリスマ性を醸し出しているので、慕う侍女も多い。

　慕うのとは別に、敵に回したくないと考える者もいる。ロシータは以前、仕事を押しつけられ困っている者を手伝ったことがあった。そのとき皆が「逆らえない」と話していた。おかしいなと思っているのは自分だけではないのだとわかったが、だからといってロシータがなにか意見できるわけでもない。

　気が重いことがもうひとつ。アドラはロシータを目の敵にしている。この赤毛が気に入らないのであろう。嫌われるのはかまわない。ならば無視をしてほしい。こうしてメイドのようにアドラと取り巻き侍女たち全員集合ティータイムで世話を言いつけられるのはなぜなのか。ロシータも侍女長補佐の仕事があり忙しいというのに。

　アドラを厭うこの心も嫌になる。

「お茶がぬるいわ」

「アドラ様、申し訳ありません。冷めてしまったようですので取り替えてきます」

　着飾るのも恵まれた美貌を磨くのもいい。美しくなりたい、綺麗なものを身に着けたいと思うのは、ロシータも女だから理解できる。しかし、やるべきことをせず怠けてばかりいるのは褒められることではない。

　ロシータを自分の侍女のように扱い、姿を目にすれば聞こえるように陰口を言うので、無視はしていてもときどき辛くなる。

　ロシータが湯を沸かし直すため、ワゴンを押してサロンを退室しようとドアを開けたときだった。

「ロシータ殿！」

「レ、レオンシオ様？」

　息を切らしたレオンシオが駆け寄ってきたのでロシータは驚いた。

「ここにいると聞いたから。ロシータ殿のおかげだよ」

　ロシータは後ろ手でサロンのドアを閉めた。アドラたちに見られたくなかった。

「きみに頼まれたと言って宝石商が俺のところに来たよ。あのペンダントを修理すると持っていった」

　笑顔のレオンシオを見てロシータは安心した。

　差し出がましいと思ったのだが、レオンシオの助けになりたくてラヴィーニアのブローチのときと同じく宝石商に修理依頼をしたのだ。

「よかったです。レオンシオ様の大事にしているものですから、破損状態を見てもらえないかとお手紙を出したのです。ですが、すみません。勝手にこんなこと……」

「いや、ありがとう。すぐに修理できそうと言っていた。形は少々変わるらしいが」

「台座が歪んでいましたし、すべて元通りといかないまでも綺麗に整えるほうが亡くなったお母様も安心するのではないかと思ったものですから」

「ありがとう。ロシータ殿」

　礼を言われ、修理を依頼してよかったとロシータは胸を撫でおろす。

　アンバールサファイア自体のひびはどうにもならないが、再研磨するなどして形を整え切れたチェーンも直してくれるだろう。

「それで、ロシータ殿」

「なに、騒がしいわね……あら、レオンシオ様」

　サロンのドアが開きアドラが顔を出した。一番見られたくない相手だった。しかし、嫌な顔をするわけにもいかず、ロシータは笑顔を向け「お茶、準備してまいります」とその場を離れようとした。そのとき、アドラがロシータとレオンシオの間に割り込む。アドラは急にしおらしくなり、いやらしい手つきでレオンシオの腕に何気なく触れた。香油の匂いがきつい。

「レオンシオ様、ごきげんよう」

「アドラ殿。ごきげんよう」

「ロシータと仲がよろしいんですね。楽しそうなおしゃべりが聞こえました」

　アドラはレオンシオとロシータを交互に見て目を細める。

　嫌だな。ロシータはアドラの視線を避けるようにワゴンのハンドルをつかむ手に視線を落とす。

「先日ちょっと手伝ってもらったことがありまして。ロシータ殿はいい友人です」

　レオンシオから友人の認定を受けたらしい。嬉しいような、くすぐったい気持ちだ。ロシータは緩む口元を気づかれないよう、きゅっと引き結んだ。

「手伝い……ですか。わたしがお誘いしたティータイムには来てくださらないのに？」

　アドラの言葉に驚きロシータは思わず顔を上げる。

　アドラがレオンシオを誘っていたなんて初耳だ。他の侍女たちと同じく無愛想だのなんだのと言っていたのに。

　もしや、アドラはレオンシオを好きなのだろうか。

　第一部隊騎士団は花形だ。レオンシオは目を引く美形であるし、由緒ある貴族出身だ。アドラにとっては騎士団長としてのレオンシオは相手として遜色ない。

「……すぐあとに急ぎの仕事があったので」

「休憩や任務後に来てくださればよろしいのに。そっけないのですもの……」

　色気を含んだアドラの言い方。またレオンシオの腕を触る。

　わたしも触ったことがないのに。ロシータはついそんな風に考えた。こんな嫉妬をするとは思わなかった。

　レオンシオは顔色こそ変えないが、きちんとアドラの相手をしている。

「ロシータと、なにをお話しされていたの？」

　早くこの場から退散したいのに、さらに内容を聞きたがるアドラに辟易する。ロシータはワゴンをつかんだまま解散の糸口を探る。

　熱い湯をサロンに戻さないと、アドラ以外の侍女たちからも文句が出る。

「ああ、彼女がわたしのペンダントの修理を頼んでくれたのです。だから礼を言いに来ました」

　まぁ、とアドラが一気に不機嫌な顔をし、嫌味な目つきでロシータを見た。

「ラヴィーニア様のブローチをお直ししたときのように？」

　その話を出さなくてもいいのではないか。こうなっては、アドラの気が済むまで相手をしなければあとでなにを言われるかわからない。

「……はい。レオンシオ様が困っていらしたので」

　なんの話だとレオンシオは聞いていたが「ああ、あれか」とひとり納得している。

「妃殿下のブローチか。アーロン殿下がとても喜んでいた。気の利く侍女がいると。ロシータ殿のことだったのか」

　微笑まれてロシータの心は和らいだ。ラヴィーニアに関しては、ただ役に立ちたくてしたことだった。そこからレオンシオの笑顔に繋がったことが嬉しかった。

　フン、とアドラの嘲笑。

　和らぐ心とは別に、アドラのピリピリとした不機嫌さが伝わってきて気持ちが悪い。

「得意のやつだわね。ロシータが自らの技術で修理したわけもないのに、報酬まで貰って」

「……技術的なものですので、きちんと国家資格を持つ職人でないと」

「そういうことを言っているのではないわ。勝手に職人に頼んだりして、王族付き侍女でもない事務方なのにでしゃばり過ぎではないの？　今度はレオンシオ様にまで。どれだけ自分を売り込みたいのかしら。身分の低い子爵の娘だから媚びて気に入られたいのね。ああいやだ」

　アドラはさも嫌そうにロシータを見た。レオンシオの前でロシータをこき下ろすつもりだ。家柄がどうのと言われるとは思ってもみなかった。身分を引け目に感じたことはない。

　売り込みをしたいのはご自分ではないの？　そう言ってしまいたいが、ぐっと我慢をする。

「……皆様、サロンでお茶をお待ちなので。わたし、行かなくては」

　ロシータはその場を辞するためにそう申し出ると、さっさと行けとでも言うようにアドラは持っていた扇子で自身をあおぐ。

「準備なさいな」

「失礼いたします」

　レオンシオにも頭を下げる。

　きゅっと音を立ててワゴンの車輪が動く。急いで熱い湯を持って戻り、ここの仕事を終わらせたい。ふたりに背を向けて行こうとしたとき、レオンシオの大きな手がロシータの腕をつかんで制止する。

「悪いが、ロシータ殿に用事があるので連れていく」

「はい？」

　レオンシオが強引にロシータの手を引く。突然の出来事にロシータはもとよりアドラも驚いているが、彼女はすぐに怒りの表情を見せた。

「レオンシオ様、ロシータはサロンの仕事があります」

「急ぎの用事です。それにティータイムならばメイドに頼むとよろしいのでは。……ああ、きみ」

　ちょうど少し離れた廊下にメイドが通りかかった。レオンシオの手招きに気づき小走りでこちらへ来る。

「ティータイムの支度をロシータ殿と変わってくれないか」

「は、はい」

「きみにお願いするよ。誰かになにか言われたら俺の名を出すといい」

　レオンシオを見て若いメイドは頬を赤らめた。

「はい、承知いたしました」

　若いメイドは耳まで真っ赤にしながら、ワゴンを押して行ってしまった。

「レ、レオンシオ様……」

「きみは侍女長補佐なのだろう？　サロンの支度ならメイドに頼みなさい。俺はきみに用事があるのだ。一緒に来てほしい」

　お待ちになって、とアドラの固い声がレオンシオの動きを止める。

「レオンシオ様がわたしのティータイムに口をはさむなんて、おかしいのじゃありません？」

　体の大きいレオンシオに臆せず詰め寄るアドラ。

「たとえおかしくても、俺はあなたがロシータ殿をいびるところをこれ以上見ていたくないのでね」

「い、いびる……？」

　レオンシオの言葉を聞いて、アドラの目に怒りが灯る。ロシータは歯に衣着せぬ物言いのレオンシオを窘めた。

「レ、レオンシオ様。わたしはそのように思っていませんから……」

　こんなこと日常茶飯事でいちいち気にしてはいられない。ロシータにとってはどうということはないのに。

　レオンシオはロシータの腕を引き、自分の後ろに移動させた。まるで隠すように。

　広い背中から熱が伝わるようで、こんな状況なのにロシータは胸が高鳴った。

「アドラ殿のように、人のことをやたら悪く言うと、美しい姿を醜く見せるものなのですね」

　アドラが大きな目でレオンシオをねめつける。

「……どういう意味かしら」

　殴り合いでも始まったらどうしよう。背筋を冷やしながらロシータは天をあおいだ。

「わたしには、アドラ殿、あなたが醜く見える。そのままの意味ですよ」

　低い声は腹の奥を震わせ、レオンシオの瞳は氷河のように冷たい。一気に場の空気が冷えたように感じた。アドラの睨みどころの話ではない。するとアドラは顔を青くし、鼻息荒く無言でサロンに戻っていった。

　レオンシオの怒りを目の当たりにした。彼はこんな顔をするのか。レオンシオの横顔を見つめ、ロシータは息を呑む。

「まったく……」

　こちらを見たレオンシオは表情が柔らかかったので、少し安心した。ロシータの腕をつかんだまま、レオンシオが歩き出すので呼び止める。

「あ、あのっ。レオンシオ様」

「ああ。すまない」

　レオンシオはロシータの腕を離した。

　少し離れたサロンのドアをちらりと見る。再び開かないか気になる。

「わたし、やっぱり行かないと。アドラ様に謝罪してサロンに戻ります」

「なぜ謝る必要がある。きみはなにも悪くない。ロシータ殿、話の途中だ。ちょっと来てくれないか。時間は取らせない」

「ですがっ」

　廊下を進むレオンシオの後を追う。長い足でずんずん進むので、ロシータは小走りで追いかける。すると彼が急に止まった。ロシータはレオンシオの背中にしこたま鼻を打ちつけた。

「いった……」

「大丈夫か？」

　たしかにレオンシオの体に体当たりをするのは夢だけれど、これはまったくロマンチックではない。鼻が痛いのは嫌だ。

　そんなことはどうでもいいのだが、振り向いたレオンシオは怒った顔をしていた。

　なぜ怒るのだ。自分が怒らせてしまったのだろうかと、ロシータはおろおろした。

「俺は、アドラ殿の前からきみを連れ出したいと思った。だからあのように言ったんだ。だめか？」

「え、えと。あの」

「あれはなんだ。きみはいつもアドラからあんな風に虐げられているのか」

　よほど立腹らしい。敬称さえつけずにアドラを呼ぶ。

「い、いいえ。わたしは侍女長補佐ですし、側付き侍女の輪には……」

「見ていられない。きみはなにも悪くないのに」

　はぁっと、レオンシオは息を吐いた。

　助けてくれたのか。そうとわかるとレオンシオが途端に愛おしくなる。

「すまない。つい熱くなってしまった」

「いえ。レオンシオ様。ありがとうございます」

　次にアドラに会ったときどうなるか気にはなるが、レオンシオの気持ちは嬉しい。素直に受け取りたい。それに、用事があるのならばこのままついていこうと思う。

　騎士団棟へ続く通路をふたりで歩く。窓から注ぐ夏の日差しがいつもと違ってキラキラと明るく見えるのは、隣にレオンシオがいるからだろうか。

「彼女、相変わらずなのだな。以前、侍従長と馬車がどうのとやりあっていたのを見たことがある」

　なんだか想像がつくのでロシータは苦笑する。

「わたしはアドラ様たちと一緒にいないので、いつもではないですよ。それに、なんてことないです」

「あんな風に言われてなんともないと言うのか」

「黙っていればいいのですもの」

　もちろんなにも感じないわけではない。しかし、アドラに言い返せば倍になって戻ってきそうで、それが嫌だった。

「沈黙が武器になるときもあるが、きちんと意見することも大事だ。我慢ばかりしていては心が死んでいくだろう」

「……そうですね」

　レオンシオが言うことももっともだ。ロシータが黙っているからアドラはますます強く出る。こんな風に教えてくれるのはレオンシオが初めてだ。

　心の成長は人との関わりから学ぶことも多い。レオンシオとの距離が縮んだことは、ロシータの心を柔らかくした。

　好き。レオンシオの背中を追いながら、ロシータは胸に手を当てて強く思った。言葉にして伝えることはできないだろう。思うだけなら誰にも迷惑はかからない。

　騎士団棟に入ってしばらく進むと、ひとつのドアの前で立ち止まる。

「ここは俺の部屋。入って」

　レオンシオはドアを開け、入るよう促した。

　ロシータは突然のことで足が止まる。

「い、いいのでしょうか。わたしなどが入って……レオンシオ様のくつろぎ空間に、そんな」

「なにをしている。いいから入って」

　レオンシオには恥じらいが伝わらない様子なので、ロシータは部屋に入ってドアを閉めた。

　ロシータの部屋よりも倍ほど広い。レオンシオは花を生けたりする趣味はないらしく、余計なものがないさっぱりとした部屋だった。

　大きな窓にプリーツのたっぷり入った白いカーテンが部屋を明るくしている。ソファとテーブル。びっしりと書籍を積めた天井まである本棚。奥にひとつドアがあるから、あそこが寝室だろうか。

　テーブルにはボンボニエール。蓋が開いていて、パステルカラーの砂糖菓子が入っていた。

「……レオンシオ様、甘味を召し上がるのですか？」

「うん？　ああ。これは妃殿下にいただいたのだ。疲れを感じたときに食べたくなる。もともと、嫌いではない」

　なるほどそうなのか。レオンシオは甘いものを食べる。ロシータは心に書き留めた。

　サイドボードへ近寄ったレオンシオがなにかを手にして戻ってくる。

「これ、受け取ってくれないだろうか」

　渡されたのは、紫のビロードが張られた手のひらサイズの小箱。

「なんでしょう……？」

「開けてみて」

　ロシータは小箱をそっと開けてみる。中身は、銀細工の髪留め。見るからに手の込んだもので薔薇を模した透かし細工が見事である。

「今回の礼なのだが。女性にこのようなものを贈るのは初めてで、その、いまの流行がわからないから、宝石商に相談に乗ってもらって選んだ」

「これを、わたしに……？」

　なんということだろう。レオンシオが自分に贈り物を選んでくれた。髪留めは窓からの光を受けてキラキラと輝いている。見ていると心が躍る。

「気に入らないのならば捨ててしまっていい。あの、ロシータ殿の好みもあるだろうし」

「そんな！　レオンシオ様からの贈り物を捨てるなんて万死に値します！」

　礼が欲しくてペンダント修理を手配したのではないが、レオンシオが自分のために髪留めを選んでくれたことが嬉しい。

「わたし大事に、大事にします……嬉しい。本当に嬉しいです……」

　ロシータは小箱を抱きしめた。

「安心した。その、銀色はきみの髪色に合うと思って」

　その言葉を聞いて、ますます胸が熱くなる。涙がこみ上げて、我慢できなくなる。

「……なぜ泣く」

　すっと涙を拭ってくれるレオンシオ。力強いその手は、心にも優しく触れる。

　階段で助けてもらってから、ロシータは遠くからレオンシオを見つめるだけだった。それがいまは、こんなに近くにいる。

　欲張ってしまいそう。もっと近くに感じたい。

　ロシータの中に湧いた怖い感情だと思ったけれど、静かになりそうにない。

「レオンシオ様はお強い。わたしの憧れです」

　精一杯の言葉だ。ロシータにとっては告白に近いが、レオンシオは「ありがとう」と微笑む。こんなにもロシータの心を奪うレオンシオの存在自体が強い。

「明日から、またがんばれそうです。本当にありがとうございました」

「礼を言うのは俺の方だよ。ペンダントが修理から戻ってきたらまた声をかける」

　次の約束だ。もう嬉しさで心がもたないから黙っていてほしい。嘘だ、もっと話していたい。ここから離れたくない。しかし、そうもいかない。

「わたし、持ち場に戻ります」

「そうか。ではそこまで送ろう」

「だ、大丈夫です！　レオンシオ様もお仕事がんばってくださいね」

　本当は自分の部屋まで一緒に行きたい。なおも送るというレオンシオの申し出を丁重に辞退し、ロシータは部屋を出た。

　小箱を落とさないようにぎゅっと胸に抱く。

　もう迷っていたあの頃の自分ではない。階段を踏み外さないし、真っ直ぐ自室に帰ることができる。

　そして迷わずに思う。

　レオンシオに、恋をしていると。






　数日後、騎士団棟の改修工事着手の日。

　約束通りレオンシオから誘いがきた。ロシータはいそいそと、今度はひとりでレオンシオの部屋へ出向いた。

　工事着手の影響で騎士団棟内部では団員以外にも作業員の往来が多い。紛れることができるので気が楽だった。

「ロシータ殿、見てくれ。ひびの影響で石が小さくなった以外は元通りだ。原型デザインを大事にして修理をしましょうということになって。言葉通りで満足だ」

「本当、綺麗に直りましたね！　よかった」

　ひびが入ったアンバールサファイアは、再研磨をしたのだろう。たしかに少々小さくなってはいた。けれど、歪んだ台座も切れたチェーンも元通りだった。

「腕のいい職人に託してもらってよかった。あらためて、ありがとう」

「いいえ。わたしはなにも。レオンシオ様の大事な品物が直ってよかったです」

　レオンシオは大事そうにペンダントをケースへ戻す。その様子を見ていて、ロシータはふんわりと心が温まる。

「あの、レオンシオ様。髪留めのお礼と言うのも恥ずかしいのですが、先日、使いで王都へ行ったときに菓子店に寄ったのでお土産があるのです」

　ロシータは大事に携えてきた包みを解いた。ガラスの器の中に色とりどりのキャンディが入っている。高価なものではないのだが、中身を食べたあと、ガラスの器は小物入れに使えると思い、選んだ。

「なんと可愛らしい土産だ。髪留めはペンダントの礼なのに」

「疲れたときに甘いものが欲しくなるとおっしゃっていたので。これだと手軽ですし、喉を潤すこともできます」

「団員に取られないよう大事にいただこう。ありがとう……なにを笑っている」

「いえ。なんだかわたしたち贈り物を交互にしているようで、楽しくて」

　たしかに、とレオンシオが笑う。

　レオンシオの部屋に来るのは二度目。今日もさっぱりと片づいている室内だった。ひとつ変わったことといえば、テーブルにレースのクロスがかけてあり、ティーセットの用意がある。

　ロシータは昼食後にレオンシオのもとに来たのだが、これから部屋に来客でもあるのだろうか。

「では、ロシータ殿。このあと時間はおありか？　ティータイムに誘いたいのだが。土産のお礼と言ってはなんだが」

　レオンシオはティーセットのトレーを引き寄せる。来客があるのかと思ったが、自分のために準備をしてくれたものだったのか。嬉しさで高揚する気持ちを落ち着けるよう、深呼吸をする。

　レオンシオはロシータの隣に座った。スプリングが跳ねロシータの体も揺れる。

「忙しいか。侍女長に叱られる？」

「い、いえ……午後から侍女長は私用で外出していらっしゃるので」

　だからといってロシータが暇になるというわけではないが、急ぎの仕事もない。それに、いまここで断るなんて、寂しい。

「お誘いありがとうございます。嬉しいです」

　返事をしたとき、ドアがノックされた。

「入れ」

　騎士団棟担当のメイドがふたり、ワゴンを押して入ってきた。

「ポットとお菓子をお持ちしました」

「ちょうどよかった。ありがとう。あとは俺がやるから下がっていい」

　騎士団長の部屋に王宮侍女のロシータがいるのはおかしいのかもしれない。メイドの目が気になりロシータは肩をすくめる。しかしメイドたちは変わった素振りを見せずに退室していった。

　レオンシオはティーポットに手を伸ばす。

「あ、わたしがやります」

「いつも自分でやっているから気にしなくていい。リラックスしたい時間には、ひとりでいたいからな」

　ロシータを制し、慣れた手つきで茶を淹れるレオンシオ。剣を振るう手はこのように繊細なこともするのか。不思議な感じだ。湯によって開いた茶葉からとてもいい香りが立ち込める。

「いい茶葉が手に入ったんだ」

「芳醇な香りですね。お菓子も美味しそう」

　マフィンやクッキー、チョコレートもある。ロシータは自分が持ってきたキャンディも並べた。

　レオンシオが差し出した琥珀色の液体が揺らぐカップを口につける。

「似合っている。よかった」

　それ、とロシータの髪を指さす。

　今日、編んでまとめた髪に彼がくれた髪留めをつけてきたのだ。

「綺麗なものを身に着けると、心も躍ります」

　レオンシオがニコニコと嬉しそうに見ているので、恥ずかしくてロシータは頬をおさえた。

「この髪留めが似合う赤毛も悪くないですね」

「ペンダント探しのときにも言っていたな。そんなに赤毛が派手だろうか」

「わたしをフラミンゴだと馬鹿にしないのは、侍女長とレオンシオ様くらいです」

　否応なしに視線を感じる髪は、汚くしていては余計に目立つ。正直、化粧よりも気を遣うのだ。

「きみを悪くいう仲間たちは、羨ましいのではないか？」

「羨ましい、ですか？」

「綺麗に着飾る女たちは楽しそうだし、見ていて華やかでいいと思う。しかし中には、単純に目立ちたい気持ちの者もいるだろう。きみは飾らずとも目立つし、遠くからでもわかるだろうから、嫉妬されるのでは？」

　遠くから見つけられる。それはレオンシオと同じだな、と彼の優しい気遣いを嬉しく思う。レオンシオに見つけてもらえるこの赤毛ならば、手入れをがんばろうと思える。もしも彼が言うように赤毛が嫉妬の対象だとしても、関係ない。レオンシオだけが見てくれればそれでいいのだ。

「それに、俺はその髪色を美しいと思うが」

　カップを持つ手が止まる。ロシータはこちらを見るレオンシオの視線から逃げるようにうつむいた。

　この方は、きっとなにを言っているのかわかっていない。

「レオンシオ様、そういうことを心安く言ってはいけません……」

　なぜかわからない様子で首を傾げるレオンシオ。

　そのひとことで、ロシータがどれだけ心を震わせるか。秘めた恋心はただ胸中で燃え続けるだけだけれど。

「なんにしろ、自分と違うからとアドラ殿のようにいじめるのは許せないな。見た目で判断しないで。きみがそう言ったんだよ」

「そうですね」

「アドラ殿だってあの美貌だ。言い寄る男は数多いるだろうな」

　ロシータはまた動きを止める。いちいち反応してしまう自分が卑しく感じる。

　レオンシオは、アドラを美しいと思っているのだ。たしかに華やかな美貌を持っているし、羨ましくもある。

「レオンシオ様、アドラ様のティータイムにお誘いされたと……」

　何気なく聞いてみる。この気持ちは嫉妬だ。レオンシオが誰となにをしようと勝手だというのに。

　レオンシオはロシータの土産をひとつ口に入れる。

「甘くて美味しい。訓練のあと欲しくなる味だ。……アドラ殿は王族に近い騎士団長という立場に興味があるだけだよ」

「レオンシオ様は立場がどうあれ、立派な方です」

「はは。ありがとう。そんな風に言ってくれるのもロシータ殿だけだ」

　ふたり顔を見合わせふっと笑う。

　そのあとふたりのティータイムは会話が弾み、時間を忘れるほどだった。

　やはりレオンシオは冷酷で無愛想な人間ではない。くるくると変わる表情は人間味があり、笑顔が魅力的。ロシータの心を余すことなく引きつける。

　この時間が永遠に続けばいいのに。

　ロシータの願いもむなしく、気づけば窓の外が暗くなっている。

「いけない。侍女長が戻られているかもしれません」

「ああ。もうこんな時間か」

　ロシータはソファから立ち上がる。うっかり長居をしてしまった。

「わたし、行かなくては」

　スカートをつまみお辞儀をし、バタバタとドアに向かう。もっと優雅に帰りたいのに、なんて格好悪いのだろうか。感謝の言葉だけはしっかりと伝えなければ。無礼な女だと思われたくない。

「今日はとても楽しかったです。お誘いありがとうございました」

「ロシータ殿」

　顔を上げると、レオンシオの青い瞳がじっとロシータを見つめている。

　ドキリ、鼓動が強く鳴った。

「また、こんな風に誘ってもいいかな」

「は、はい！　もちろん！」

　言葉を真に受けて待つのは愚かだろうか。それでも、またレオンシオに会いたい。

「よい夜を過ごして」

　レオンシオの静かな声を胸に受け取って、部屋を出た。

　戻ればまだ仕事がある。侍女長が自分を捜しているかもしれない。なにをしていたと窘めるかもしれないが、そんなこと気にもならない。

　レオンシオの笑顔、まばたき。自分の名を呼ぶ声。笑い声。思い。ひとつひとつがロシータに染みこむ。ひとつひとつ好きになる。

　髪飾りに触れてみる。

　この髪に飾りを。レオンシオの思いの欠片がここにある。

　そんな風に思ったら、嬉しくて涙がじわりと浮かんだ。






　騎士団棟工事の進捗が順調であるのと同じように、ロシータとレオンシオはふたりのティータイムを重ねていった。

　ロシータは楽しい話題があればレオンシオに話したくて仕方がなかった。

　ティータイムは、レオンシオから誘われることもあれば、ロシータが誘うこともあった。美味しい果物、菓子を見つけてはふたりの時間に合わせて用意をした。

　ロシータは王宮にいるので時間はひねり出せるのだが、レオンシオは外出も多く、王族警護任務となれば数日帰らないこともある。そんな多忙の中、レオンシオは時間を作ってくれる。

　日々の葉はそうして散っていき、夏の終わりを思わせる夜のこと。

　夕食後の、少し遅い時間だったが、ロシータはレオンシオの部屋にいた。

「ロシータ殿は、鉱山町アンバールには行ったことがある？」

「ありません。レオンシオ様は何度も行かれていますでしょう」

「ああ。綺麗な町だよ。アンバールサファイア採掘の拠点でもあるし、国で保護し整備している」

　行ったことはなくても、レオンシオの説明で町並みを想像してみた。娯楽施設、憩いの場なども充実しているのだという。

「狭く暗い穴の中で危険と隣り合わせで働く炭鉱夫の精神状態のケアや、体のメンテナンスも手厚い。医療面で王都から医師団の派遣もあるし」

「準備をしたことがあります。王族方によるアンバールへの視察も定期的ですものね」

「国王陛下御自ら赴くこともあるからな。なぜそんなにも考えているかというと、炭鉱夫は産業の要である国の宝だ。彼らがいてこそのアンバール、ペドレリアだ。仕事は重要かつ危険を伴う。常に危険に晒された状態で心の健康を損なえば、犯罪に手を染める危険性も高まる。もちろん、個人の性格にもよるし全員が当てはまるわけではない。心身ともに健やかに仕事ができるのが最善だから」

　町の治安が悪化すれば、ますます犯罪増加に繋がる。暴力はなにも生み出さない。心と体の健康を守るための配慮。物事の先を見据えた対策として効果的だろう。

「アンバールサファイア、その歴史と価値、携わる人間も守ることに繋がるんだ」

「素敵ですね」

　だからこそ、ぺドレリア国内も安定しているのだろう。

「俺も、大事で守りたいと思っていることがある」

　静かにそう言ったレオンシオ。

　燭台の火が揺らめいて、彼の美しい横顔が浮かび上がる。

「レオンシオ様の大事なこと、ですか。仲間や、忠誠心などでしょうか」

　自分はどうだろうと指折り数えてみる。家族、王宮での仕事、健康。

　それと、レオンシオ。彼の幸せと健康を願う心だ。

　少し前までは、こんな時間を過ごせるなど夢にも思わなかった。ロシータはレオンシオが自分との時間を楽しく過ごせるよう願っていた。回数を重ねるうちに、彼はどのような思いで自分を誘っているのだろうと考えるようになった。

「それらも大事だ。しかし、ほかにもうひとつできた」

　窓から夜空が見え、美しい満月がぽっかり浮かぶ。

「ロシータ殿、きみだ」

　ああ、綺麗な月だな。ロシータはぼんやりそう思った。

　ちょっと待って。いま、彼はなんと言った？

　ロシータは満月から目を離し、隣のレオンシオを見る。

「贈り物ばかりして、品物でつろうとしているわけではないことをわかってほしいのだが。これを、きみに」

　シャラ、と音を立て、レオンシオの手から細いチェーンが滑り出す。その先には、小さくきらめく紺碧の石。

「こ、これは」

「きみと探したアンバールサファイアのペンダント。ひびが入り割れてしまったからな。小さいほうでもうひとつペンダントを作ってもらったんだ。きみに贈りたい」

「わ、わたしに……？」

　レオンシオはうなずく。あのペンダントはふたつに分かち、片割れがここにある。

「アドラ殿からきみを助けたとき、なぜあんなに腹が立ったのだろうかと、考えてみたんだ。赤毛や報酬がどうのという理由とは別に、アドラ殿はきみの聡明さと美貌に嫉妬している。それを認めたくなくてきみを悪く言い自分を保っている。しかし、それは彼女の理由であって、ロシータ殿をいじめていいことにはならない」

「分析が強引ですが……」

「もしかしたらそうかもしれない。けれど、単純だ。俺はロシータ殿が気になるからだ」

　気になる。それはどういう意味なのだろうか。

「気になるよ。考えてばかりだ。きみを悪く言われて腹が立った。なにを言われても黙っていればいいと言っていたが、俺にはわかったよ。傷つき悲しそうな目をするきみを守りたかった」

　レオンシオの手が、ロシータの首にペンダントをつけてくれる。握っていたからか、チェーンが温かい。

「これは、俺の気持ち。ロシータ殿……ロシータ。俺にとってきみは大事な人だ」

「レ、レオンシオ様、あの」

　チェーンを留めたレオンシオの指が、首を伝いロシータの頬に揺れる。

「好きだよ」

　これは夢なのだろうか。

　自分は疲れて深く眠っているのだ。もしかして、レオンシオの部屋で眠気に勝てず居眠りをしているのかもしれない。

「怖い」

「なぜ怖い？」

「だって、レオンシオ様はわたしの初恋で……」

「そうなのか。では、問題ないではないか」

　いまわたしはなにを口走ったのだろう。

　ロシータは唇が震えた。

「震えている。寒いのか？」

「寒くないです。そんなことはいいです。レオンシオ様、ずるいです」

「なぜ？」

　ロシータの震える唇にレオンシオの指が触れる。

「ご自分ばかり、あれこれとおっしゃって……」

「わかった。では、きみの気持ちを聞こう」

　伝えるつもりなどなかった。心に秘めたままにするはずだった。

　肩を抱く力強い腕、アンバールサファイアのようにきらめく青い瞳はいまロシータだけを見ている。こんなに近くで思いを打ち明けられては、自分の気持ちを抑えることなどできない。

「初めて出会ったときから心にずっとレオンシオ様がいます。わたしも……あなたが好きです」

　最後の言葉は吐息となり、レオンシオの唇が啄む。
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　唇が離れたあと、大きな胸にすっぽりと包まれて、ロシータは窒息しそうだった。抱擁は優しいが、こんなことになるなんて夢にも思わなかったから。

　本当に夢なのかもしれない。それならば覚めないでほしい。

　レオンシオはロシータを抱き上げ、寝室のベッドへ運ぶ。

「自分の気持ちに気づいてから、きみを目で追うことが増えたよ。会いたくて、こんな風に、抱きしめたいと思っていた」

　ドレスの背中にある編み上げリボンに、レオンシオの手がかかる。露出が少なく、首元が詰まった侍女の服は、色気もなく男を誘うようなものではない。脱がされて肌を晒す羞恥に気を失いそうになる。

　燭台の灯りしかない部屋でよかった。レオンシオの青い瞳だけがロシータの意識を導く。

「この赤毛は、遠くから見つけやすい。でも、いまは他の男に見せたくない」

　解けてシーツの上に流れるロシータの髪を、レオンシオは愛おしそうに撫でる。そこからぞくぞくと、くすぐったいような感じたことのない感覚が伝わる。

「レオンシオ様も、大きな体で……すぐわかります」

「そうか」

　自分も服を解いたレオンシオ。ロシータはおずおずと、鍛えられ美しくついた胸の筋肉に指を這わせると、体温が溶け合った。

　ロシータの白い胸を押し潰すようにして分厚い胸板を重ねてくる。両の足を割って入ってくる体は、ロシータのすべての動きを封じる。逆らえない。苦しいほどの幸福に支配されてゆく。求められる喜びはロシータの体中を駆け巡る。

「ずっと、レオンシオ様を見ていました」

　わたしの気持ちも聞いてほしい。高鳴る胸の音を聞いて、感じてほしい。

　レオンシオはロシータの体のあちこちにある敏感な部分を探り当て、確かめるように触れる。ロシータは追い立てられるようにして呼吸を乱した。

　恥じらいと痛みの奥にある快感に狼狽えながら、レオンシオの腕を必死でつかんだ。これを離したら、自分の体がどこか深い場所へ落ちていきそうだ。

「もっと、言って。ロシータの声を聞きたい。俺を呼んで」

「レオンシオ、様」

「なぜもっと早くきみを抱きしめなかったのか。後悔するほどに」

　好きだと、何度言ったろうか。

　ロシータの声は掠れてしまい、羞恥で唇を噛みしめる。ロシータの名を幾度となく呼ぶレオンシオの声が、霞む意識を戻してくれる。濡れたような瞳は、まるで熱に浮かされる体を包む海のようだった。

　自分の奥に打たれる体の熱は、存在の楔だ。

　レオンシオの腕の中は、ロシータが安心して呼吸できる場所。

　ロシータの胸に揺れるひと粒のアンバールサファイア。紺碧はふたりの思いを浴び、さらに深く、きらめく。

















第三章　ロイヤル












　緑深い芝生に寝転んだレオンシオの黒髪が、風に揺れている。どこぞに香り高い花でも咲いているのか、甘い香りが風に混ざる。

「レオンシオ様、そろそろ戻らないといけませんねぇ」

　戻らないと、と声をかけたものの、ロシータもレオンシオの腕に頭を乗せ寝転んでいる。

「もう少しこうしていたいな」

「そうですね。風が気持ちいい」

　もうすぐ冬の気配を感じるこの頃だが、今日は進む季節が少し歩みを緩めたのか、気温が高く心地よい風が駆け抜ける。

　今日は朝早くから馬で少しだけ遠出をしている。

　王宮敷地から出て足を延ばすと、見晴らしの良い丘に出る。王都を見下ろすことができ、今日のように過ごしやすい日は最高の場所である。

　レオンシオは新しい馬具と馬数頭の調整をしたいと、数名の団員を伴って。ロシータは馬具に不具合があれば記録し、ついでに団員用の昼食を運ぶという名目だ。レオンシオが騎士団の仕事をロシータに頼むようになったので、侍女長に咎められずに済んでいる。

　侍女長補佐ではなく騎士団長補佐になりたいとロシータは思う。

　レオンシオが乗馬を教えてくれたので、ロシータは馬に乗れるようになった。剣術も教えてほしいと申し出たらさすがに断られてしまったが。

　他の団員は近くにある運河を見にいった。レオンシオと仲のいい団員がおり、ロシータがレオンシオの恋人であることを知っているようだ。団員を連れていき、ふたりっきりの時間を作ってくれたのだ。

「こんな風に職務にかこつけてではなく、公にロシータと会いたいんだが。あからさまに。見せつけるように」

「ですが、まわりの目もありますし」

「団長などほかのやつが努めればいい」

「そんなことおっしゃらないで。お仕事がんばってくださいませ」

　騎士団長と王宮侍女の恋。お互いの立場を考え、まわりには秘密の関係である。こんな風に外で会うのはごくたまに。ロシータも、もっと自由に出歩きたいなとは思うのだが、仕方がない。

　しかし、逢瀬はふたりの心を熱くし愛を静かに育んだ。

「レオンシオ様。せっかくこのような広い場所にいるのです。わたしの夢を叶えてください」

「ん、なんだ」

　ロシータは仰向けから体を起こしてレオンシオを見下ろした。

「レオンシオ様に体当たりしたい」

「……なんだ、それ」

　レオンシオはぽかんと口を開けた。

「あのね、レオンシオ様。わたし、レオンシオ様の逞しくて大きな体が大好きなんです。遠くから見るしかなかった片思いの最中から夢でした。ドーンとレオンシオ様に体当たりしたい！」

「俺は壁か！」

　レオンシオはがばっと起き上がり、ロシータを抱きしめた。

「こんな細い体で俺を倒せると思っているのか」

「負けませんよっ」

　よし、とレオンシオが立ち上がる。それに習い、ロシータも起き上がり彼から少し距離を取った。

「参りますよ、レオンシオ様！」

「来い！」

　ロシータは助走をつけ、両手を広げたレオンシオの胸に肩から体当たりをした。が、レオンシオの体はさすがである。びくともせず、代わりにロシータが芝生に転がされた。

「きゃぁ」

「俺を倒せるわけがなかろう。まるで蚊でもかすめたようだ」

「ああ、楽しい！　最高です」

　笑いながら大の字に寝転がると、レオンシオが覆いかぶさってきた。

「ロシータ。何度も俺に抱かれているのに、いまさら俺の体を使ってこんな遊びをするのか」

「だって、夢だったんです。嬉しい。ありがとうございます」

　レオンシオの黒髪に草がついている。取ってやり、頬を両手で包んだ。

　愛おしい、わたしの恋人。

　ロシータは幸せでたまらなかった。

「ねぇ、レオンシオ様。体当たりのお礼と言ったらなんですが」

「なんだ？」

「少しこのままじっとしていてくださる？」

　ロシータは、覆いかぶさっているレオンシオの左耳の傷に触れる。体を動かして興奮したせいか、耳たぶは温かい。

　ロシータは懐に忍ばせていた物を取り出し、そっとレオンシオの左耳に着けてやる。今日、ここへ来ることがわかっていたので、渡そうと思っていた。

「……耳になにをした？　見えないじゃないか」

「これで、傷が隠れました。耳につけるカフスをね、作ってもらったんです」

「カフス？　そんなものがあるのか」

「レオンシオ様は、わたしが気にするこの赤毛に髪飾りをくれました。あなたに愛され、いまは自慢でさえあります。だから、レオンシオ様の耳の傷を、わたしの想いで飾りたいのです」

　気持ちを伝えると、レオンシオの瞳が濡れたのがわかる。

「あとでご覧になってくださいね。銀細工で蔦模様を象ってあります。刺青とお揃い」

　ロシータはレオンシオの腕をチョンと突いた。するとレオンシオはふっと目を細めた。

「ロシータ。きみには貰ってばかりだな」

「それはわたしも同じです。レオンシオ様、あなたがいなければ、いまのわたしはいません」

　ふわふわと、瞬きのたびにレオンシオの睫毛が揺れている。

　彼が見つめているのは紛れもなく自分で、愛されているという確かな気持ちがロシータを強くした。そして、レオンシオを思うための自分であろうとする。毎日を生きる糧となる。

「ロシータ。あとはなにをしたい？　なんでも叶えてやる」

「さきほど叶えてもらったので、次は考えておきます。レオンシオ様は、なにをしたいですか？」

　わざとそのように言ってみる。レオンシオは青い瞳にロシータを映したまま、鼻をロシータのそれにつけてきた。

「ロシータの唇が欲しい」

「……お好きなように」

　柔らかく、熱い口づけが降る。

　ロシータは傷のあるレオンシオの耳に触れる。抱き合うとき、口づけをするとき、彼の耳に触れるのがロシータの癖になった。

　いい香りが鼻をくすぐる。

　遠くから来る花の香りだと思っていたものは、レオンシオの匂いだった。






　やってしまった。ロシータの、仕事上のミスが発覚した。

　来月、王太子の生誕を祝う舞踏会が開催されるので、王族たちのドレスなどを新調することになっていた。数日前、反物商と仕立屋が王宮に出向き打ち合わせを行った。その際、ドレスを誂えるための生地や、それに合わせた靴などの注文書を王族付き侍女たちが記入し、まとめたのがロシータ。しかし、数量の間違いがあった。わかったのが昨夜。遅くまでかかって再計算し、今朝、王都に馬車を走らせた。まだ生地の裁断工程には入っていないとのことで、大急ぎで訂正と確認を入念に終わらせたのだった。

　それから息を切らして王宮に戻り、侍女長に報告をしているところだ。

「これから確認を怠らないことですね。舞踏会に間に合わないという最悪の事態は避けられそうですが、仕立屋と王宮の針子たちを急がせることになるでしょう。あとできちんと謝罪するように」

　侍女長の言う通り。数量の訂正発注をかけねばならないのでいったんは予定が止まってしまうのだ。

「はい……申し訳ございません」

　がっくりとうなだれるロシータ。仕事にミスのないよう気をつけているからこそ、間違いに落ち込む。まだ自分は一人前に仕事ができないのだなとため息が出る。ほかの者たちに迷惑をかけるわけにはいかない。

　途中で気づいたからよかったものの、このまま進めていたら。想像しただけで寒気がする。

　アドラたちにもなにを言われるかわかったものではない。

　レオンシオに話したらどう思うだろう。またひとつ、ため息。

「ロシータ。自由ですが……恋に浮かれ仕事を疎かにしてはいけません」

　予想外の言葉でロシータは驚いて顔を上げる。侍女長はいつものように室内の逆光で表情がわからない。

「そ、それは」

「あなたがたは隠せていると思っているのかもしれませんが、一部の人間は気づいています。注意なさい」

　顔が赤らむのを感じる。

　たしかに、レオンシオとのことはまわりに隠している。けれど、悪いことをしているわけではない。ただふたりで過ごしているだけなのだ。レオンシオは職務に響くようなことはしないし、ロシータもまた然り。お互いの立場を慮りながら生活しているのだ。今回のミスは自分の確認不足が招いた不徳の致すところではあるが、レオンシオとの関係が影響しているわけではない。

　注意が必要とはどういう意味だろうか。測りかねたロシータに気づいたのか、侍女長のふくよかな体がそばに来る。侍女長室にはふたりしかいないのに、まるで内密の話をするように。

「あのお方は騎士団長であり王太子殿下の右腕。あなたとの関係をよく思わない者たちも確実にいます。だから、です。あなたが少しでも失敗をすれば、それみたことかと攻撃されるでしょう」

　ロシータは声を失った。

　遠回しの言い方でも汲みとることができる不穏。

　騎士団長と王宮侍女の恋は、そんなにも忌むべきことだろうか。レオンシオに、ロシータが相応しくないということか。片や王族の信頼を一身に受ける騎士団長。片や一介の侍女。身分と責任の差、か。

「あなたが心配なのです。ロシータ」

　逆光から抜け出るように侍女長の表情が見えた。心配そうに眉根を寄せていた。

　こんなに心配してくれるなんて。ロシータは胸がひりつく。

「……ありがとうございます。ご心配をおかけして申し訳ありません。ご忠告を胸に留めます」

　侍女長は静かにうなずいた。

　侍女長室を辞して、自室へ戻る途中ふと廊下で立ち止まる。

　背筋が寒かった。自分たちのことばかり考えていた。それぞれの毎日を精一杯過ごし、だからこそふたりの時間を愛でることができる。それでよかったのに。

　いたたまれなくなり、ロシータは自室へ寄らずにレオンシオのもとへ走った。

　部屋に到着するなり、さきほどあったことをレオンシオに話した。レオンシオはソファへ横になり、本を読んでいた。黙って聞いていた彼は本を閉じる。

　ロシータはテーブルに突っ伏してため息をついた。

「そんなに落ち込むこともないだろう。誰だって失敗はある。気を引き締めろと言われただけだ」

「そう……なんですけれど……」

　ロシータは体を起こして、のろのろと茶を淹れるために立ち上がった。

「俺だって失敗はする。大事なのは反省すること、繰り返さないこと、だろう」

「はい……すみません」

「侍女長は俺たちのことに気づいていたか。依頼のたびにロシータばかり指名していたら当たり前かもしれないな……しかし、彼女ならば悪いようにはするまい」

　たしかに、レオンシオの言う通りだ。

　ロシータはティーカップをレオンシオに差し出した。

「ありがとう。……そんなに気にすることはないだろう。元気を出すんだ」

　くつろいでいるのに暗い話を持ってきてしまい、ロシータは申し訳なく思ったが、受け入れてくれるレオンシオが愛おしい。

「あと、侍女長に気になることを言われたのです」

「どんなこと？」

「レオンシオ様とわたしの関係を、よく思わない者たちが確実にいると。だから注意しなさいって」

　言葉の中にある不穏さが、レオンシオの顔を曇らせる。

「わたしのことはいいのです。レオンシオ様に迷惑がかからないか、わたし心配で」

「……こっちにおいで」

　カップをテーブルに置くと、レオンシオはロシータに手を伸ばした。その指先を取ると、ぐっと引き寄せる。

　何度も繰り返しこの強い腕に囲われているのに、もっと触れたい、もっとそばにいたいと思ってしまう。自分はなんと強欲なのだろうか。

「迷惑などかかるわけがない。俺のことはいい。心配をする必要はないよ」

「レオンシオ様……」

「きみになにかあったら、俺が許さない」

　ほら、そんなことを言うから。だからわたしはあなたを独り占めしたいと思うのだ。

　ふたりの思いを邪魔するものがあったとして、その得体のしれないものに怯えるよりも、ずっとこうして彼の腕に抱かれていたい。

　静かだった。お互いの呼吸を重ねていると、心が凪いでいく。

　レオンシオがロシータを胸に抱いたまま、いつの間にか目を閉じて寝息を立て始めた。

　起こさないようにそっと腕から抜け出すと、彼に掛布をかけ、ロシータはレオンシオの部屋を出た。






　その日、朝から雨が降っていた。

　ロシータは植物園に来ていた。肥料の在庫を確認するためと、廊下で会ったアドラに、植物園に行くならついでにハーブを摘んできてほしいと頼まれたからだ。

「午後から皆でサロンに集まるから、ハーブティーを淹れて頂戴」

　ロシータの「承知しました」の言葉を最後まで聞かずに行ってしまったアドラだった。

　アドラのロシータに対する接し方は相変わらずだ。とはいえ、断る理由もないので応じた。アドラは鼻歌など歌いなんだか機嫌がよさそうだったので、ご機嫌麗しいのはなによりである。

　シトシトと冷たい雨を降らす空を見上げ、ロシータは小さくため息をついた。

　雨天のせいでもあるのかもしれないが、動作が緩慢というか、少し気持ちが緩んでいる。王太子アーロンの生誕を祝う舞踏会が数日前に無事に終わり、気が抜けたのだ。仕立て手配のミスは影響なく、ロシータはほっと胸を撫で下ろした。

　盛大な宴は滞りなく終了し、どことなく緩んだ空気が王宮内に漂っていた。

　レオンシオとロシータの関係をよく思わない人間がいると知って、数日は不安であったが、特になにも起こらない。杞憂に終わるのが一番だ。穏やかな日々が送れることが幸せなのだ。

　夕食後、レオンシオとハーブティーを飲もう。

　ロシータは自分たちの分も少し取り分けることにした。

　植物園は太陽光を有効に取り込むために、天井もガラス張りになっている。見上げると円形のガラス天井に雨が当たって流れ、美しかった。しかし建設されてからだいぶ年数が経過しており、古い。騎士団棟改修に合わせて植物園も補強なりすればいいのにと思う。

　誰もおらず、静かな時間が流れる中、ハーブに触れ指に付着したいい香りを嗅いだ。

「このくらいでいいかな」

　肥料の在庫確認は終わっているし、そろそろ戻りアドラにハーブを届けないといけない。籠に山盛りになったハーブを抱えて、ロシータは植物園の出入り口へと向かった。

「……あれ？」

　植物園は出入り口ドアもガラス張り。そのドアが、ノブを回しても開かない。

　そもそも中に入るときにドアは開け放し、鉢植えで固定しておいたはずなのになぜ閉まっているのだ。なにかが引っかかっているのだろうかと思い、ガチャガチャとノブを逆に回してみても開かない。鍵は外からのみかけることができるのだが。

　ロシータはひとつの結論に至る。

　鍵がかかっている。

　中にロシータがいることに気づかず誰かが外から施錠してしまったのだ。

　植物園は医療用の薬草もあり、緊急時のために施錠の必要がないとされている施設。よって基本的に常時開放されており、誰でも自由に出入りできるようになっている。鍵は王宮施設の管理部門が保管しているはずだが、これも王宮関係者であれば許可を取り持ち出し可能だ。とはいえ、誰がどんな理由で鍵をかけたのかわからない。

「あの！　誰かいませんか？」

　ロシータは呼びかけた。なにかの理由で施錠した人間がまだ近くにいるかもしれない。

「誰か！　ドアを開けてください」

　植物園から延びる煉瓦畳の通路は雨に濡れている。誰か通りかからないだろうかとガラスに顔をこすりつけるようにして見回しても、気配はない。雨天で足場も悪いので外に出てくる者はいない。

　閉じ込められてしまった。どうしたらいいの。

　早く戻らないといけないのに、こんなことになるなんて。

　ロシータは、再びドアノブをつかんでガチャガチャと回した。古いドアは鍵も古い。合わせが悪くて、動かしていれば外れるかもしれない。淡い期待をかけて、ロシータは向こう側に開くドアに体重をかけて押した。

　ガチャン。

　音が響く。あっと思ったときには頭の上に割れたガラスの破片が降り注ぐ。ロシータは破片を避けようと頭をかばい、地面に伏せた。腕を離れたハーブの入った籠は転がり、中身が散らばった。

　老朽化もありロシータの体重に耐えられなかったのか、ガラスのドアが割れてしまったのだ。

　ガラスの崩落が終わり、静けさが戻る。

「……い、いた……」

　頭はどうやら無事だが、右手に痛みが走る。見ると、小指の腹がざっくりと切れて血が出ている。体中がガラスの破片まみれだが、下手に払うとますます怪我をしてしまうかもしれない。身動きが取れなかった。

「いまの音はなに？　誰かいるの？」

　そのとき、女性の声が聞こえた。破片に気をつけながら顔を上げると、通路に人の姿が見える。

「うわ……ロシータ様！」

　顔見知りの侍女だった。こちらへ駆け寄ってこようとしていた。

「どうなさったのです。あっ、血が出ている！　大変！」

「近寄らないで！　破片があるから危ないわ。誰か、人を呼んできてください」

「わ、わかりました。待っていてくださいね！」

　彼女が通りかかってくれて助かった。

　ロシータは血が滴る手をおさえ、もしかして、と思わずにいられない。

　ロシータがここにいることを知っていて、誰かが施錠したのではないだろうか。

　ガラスの破片まみれのロシータは、駆けつけてくれた数人の使用人たちに助け出された。そして王宮医師が常駐する医務室へ続く廊下を付き添われながら歩く。侍女が騒いだのか、廊下に人が多い。外でガラスの破片は取り除いてもらい、ロシータ自身はたいした怪我ではないのだが。

「ロシータ！　どうしたんだ！」

　まさかの声に飛び上がるほど驚く。振り向くと、息を切らした恋人の姿。

「レ、レオンシオ様……」

「怪我人が出たと騒ぎを聞きつけて来てみれば」

　ぽたぽたと床に滴る血に目を見開くレオンシオ。みるみるうちに険しい顔になり、ロシータを抱き上げて医務室へ飛び込んだ。

「怪我人一名！　早く手当てを！」

　ドアを蹴破るようにして入ったレオンシオに、王宮医師が驚いて椅子から転げ落ちそうになっていた。

　医務室のベッドにロシータを寝かせながら、レオンシオが歯を食いしばっている。

　血をふき取り止血を含め処置してもらった。真っ白な包帯を巻かれた小指が自分で見ても痛々しい。ガラスが刺さるようにして切れ、傷が深いため出血が多かったらしいとは医師の話だ。落ち着いてくるとたしかに痛みが強い。

「なにがあった。どうしてこんなことになっている」

　レオンシオは人々に背を向けて聞かれないように小声でロシータに耳打ちした。

「あの、わたし植物園にいたのですがドアが開かなくなって……あそこ古くなっていますでしょう。わたしが乱暴に開けたのが悪いの。割れてしまって」

　馬鹿ですねぇわたし、と陽気に笑って見せたがレオンシオは険しい表情のままだ。

「ドアが開かなくなった？　……施錠されたということか？」

「え、ええと、どうでしょう。入るときに開けておいたのですけれど、弾みで閉まってしまったのか、それとも鍵か」

　ロシータは曖昧な言い方をした。憶測でものを言ってはいけないのだが、開け放しておいたのにドアが閉まり鍵までかけられていたことは事実である。

「あそこは医療用の薬草もあるから常時施錠しないようになっているはずだろう」

「そ、そうですが。古くて自然に閉まってしまったのかもしれ……」

　ロシータの言葉を最後まで聞かず、レオンシオは医務室の入口に向かう。そして群がる面々に向かって鋭い眼光を飛ばした。

「誰だ。ドアを施錠して彼女を閉じ込めたのは。誰だ、出てこい」

　問われた皆が顔を合わせ、ひそひそと話し出す。

「どこの鍵だって？」

「彼女が怪我したことと鍵になんの関係があるの？」

「誰が閉じ込められたんだって？」

　ここにいる者たちは事情を知らない。なにが起きたかわからない。

　誰かがロシータを閉じ込めるため、植物園の施錠をした。レオンシオの中ではそう確信しているのだろう。

「彼女は怪我をしてしまったのだぞ。いたずらではすまされない。出てこい！」

　声で空気がビリビリと揺れる。レオンシオの剣幕に、その場にいた者たちは震えあがっている。

「レオンシオ様」

　名を呼ぶ声に振り向くレオンシオ。人だかりを割ってゆっくりと前に出てきたのは、赤いドレスのアドラだった。

「たかが侍女ひとり怪我をしたくらいでそのように怒り狂って。みっともないですよ、レオンシオ様」

「アドラ殿……」

　みっともないとはどういうことだ。

　ロシータは腹に気持ちの悪い思いが広がるのを抱え、ベッドを降りて医務室から出る。

「ただでさえそのように大きな体で、騎士団の長。ご自分がどのような影響力があるかおわかり？　御覧なさい、皆に恐怖を与えているのです。たとえこの場に植物園の鍵をかけた犯人がいたとして、出てくるわけがございませんでしょう」

　アドラは相変わらず美しく華やか。医務室前で群がる人間たちの中でひとり異質な存在に見えた。

「アドラ殿。なぜ植物園の鍵だとわかるのだ。俺はどこの鍵だとは言っていない」

　レオンシオが静かに言うと、アドラの頬がピクリと痙攣した。

　下手な真似を。隠すなら、すべて隠し通せばいいものを。

「だとしたらどうなのです。でも、わたしではありませんよ。鍵をかけたのは、ね」

　悪びれず、優雅にそう言い放つアドラ。

「そもそも、ロシータは自分で怪我をしたのでしょう？　わたしがナイフを振りかざしたわけではありません」

「……よくもそんなことを。いたずらにも程がある」

「どんな理由がおありで、レオンシオ様はそのように怒るのでしょう。本当に、たかが侍女ひとり……ねぇ？」

　静かに、含みのある言い方をするアドラ。

　怒りを露わにしたレオンシオに対して、アドラは鼻で笑った。明らかにレオンシオを馬鹿にしている。

「ああ、その目。レオンシオ様はまるで野獣のようですわ。おお、怖い」

　アドラの言葉に、ロシータは頭がすっと冷えた。

　アドラに対しレオンシオの怒りがぐぐっと膨らんだのがわかる。ロシータはレオンシオの腕をつかんで制止し、彼の前に出た。

「あら、ロシータ。たいした怪我じゃないのでしょう？　ハーブはどうしたの？」

「ガラスの破片まみれになりましたので、後ほど別のものをお持ちします」

　アドラはロシータの手に巻かれた包帯を一瞥し、あからさまに蔑みの視線を送ってきた。

「あらそう」

　自分を嫌うのはいい。

　植物園の施錠をしたのもアドラが根回ししたことなのだろう。彼女はレオンシオとロシータの関係を知り、快く思っていない。それに賛同する者たちがいるのだ。

　どうでもいい。怪我の心配をされたいとも思わない。だが、仮にも怪我をした人間に優しさの欠片もない言葉しかかけられないというのは人間性を疑う。アドラに少しでも優しさを期待した自分が馬鹿だったのだろう。

　怪我をさせるつもりはなかったと、彼女の中に一縷の温かさを見つけだしたかったのだが。

　それよりももっと、腹立たしいことがある。

　ロシータはぐっとアドラに近づく。鼻先がくっついてしまいそうだった。香油の強い香りが鼻を刺激する。

「アドラ様」

「な、なによ」

　引くことをしないアドラの形のよい目は優しさや労りの色がひとつもない。まるで美しい荒れ野のようだ。

「わたしのことはいくらでも気が済むまで傷つければいい。ですが、レオンシオ様のことを悪く言うのは許しません。レオンシオ様は仲間思いの優しい方。心配して怒ってくださったのです」

　己の口からこんな言葉が出るなんて。ロシータは自分でも驚いた。許さない。静かに怒りを滾らせた。しかし冷静にならなければいけない。レオンシオを守りたい。

「あなた。なんのつもりでわたしにそんな意見をするの。身分の低い娘のくせに」

　またその話かと、ロシータは腹の奥に湧きあがる嫌悪感を宥めるようにひとつ呼吸をする。

「……家柄をそんな風に思ったことはありません。アドラ様は仮にも王族遠縁のお方。そのようにやたらと人を蔑むことは避けた方がよろしいのではないでしょうか」

「大きなお世話よ。王族遠縁は、王族ではない。……あなたに理解できるはずもないわ。口出ししないで。不愉快だわ」

　自分よりも身分が低いからと蔑むアドラは、自分の立場にも悩んでいるのだ。彼女の思いを垣間見た気がした。しかし、だからといって人を傷つけていいわけではない。

「赤毛で派手なばかりのフラミンゴが、わたしに意見しないで」

「なんとでも。わたしはこの髪色を好きです。飾らずともロシータだと見つけてもらえますから」

　アドラはなにも言わず、唇を震わせ聞いている。

「次になにかレオンシオ様のことを傷つけるようなことを言ったら、その自慢の髪を切り落としますよ」

　凄んだせいで傷ついた小指がドクドクと脈打つように痛む。その痛みに、ロシータはアドラを睨みつけたまま膝からがくりと崩れ落ちそうになった。レオンシオが受け止め支えてくれる。

「……傷に障るから無理をするな。あとは俺に任せろ」

　ロシータは首を振った。これ以上の騒ぎにはしたくなかった。植物園の修理を申請しなければならないし、ハーブを誰かに頼まなければいけない。こんな傷などなんともない。

「レオンシオ様。犯人探しはしないで」

「しかし」

「もういいのです。本当に。お願いです」

　このままではレオンシオは犯人たちを探しあて、なにかしらの処罰を下しそうだ。

　憎しみはあるけれど、罰してほしいわけではない。そんなことは望まない。ふたりの思いに他人が触れてほしくないだけだ。

　哀願するロシータを見て、レオンシオは目に灯した怒りの炎を小さくする。行こう、とレオンシオはロシータを抱き上げ、その場から運び去った。

　アドラはどんな顔をしているのだろうか。気にはなったが、振り向くことはしなかった。

　会話のないまま入ったのはレオンシオの部屋。

　寝室のベッドへロシータをおろすと、レオンシオは隣に座る。

「侍女長へ、ロシータを休ませるよう連絡をしておく」

　レオンシオの気が済むようにすればいいと思った。休むような怪我でもないから、休憩したら持ち場に戻るつもりだ。

「すまない。こんな怪我をさせて」

「いやだ、レオンシオ様のせいじゃないですよ。どうして謝るのですか」

　ふたりの関係をよく思わない人間がいることは身をもってわかった。けっこう過激なアピールだったけれど。

「こんなことで、あなたへの愛は変わらない」

　暗い顔のレオンシオの頬に手を這わす。包帯が邪魔でうまく触れられないのがもどかしい。レオンシオがその手を取る。痛みを与えないように優しくそっと。

「痛かっただろう」

「あなたの耳の傷に比べたら、こんなの蚊に刺されたようにしか感じません」

　数日すれば傷も塞がる。どうということはない。アドラが言うように直接斬りつけられたわけではない。怪我自体はロシータが自分で負ったのだから。

　誰かが通りかかって鍵を開けてくれるまでじっと待てばよかった。無理やりドアを開けなければガラスは割れなかった。

　そうすれば怪我をすることも、レオンシオが怒り悲しむこともなかったのに。

「怖かった。あんなに血が出て……騎士なのに血が怖いと思ったなんてきみは笑うか？」

「もうだって、血は止まっていますよ」

　包帯の上から、レオンシオはロシータの小指に唇を落とす。

「きみが傷つくなんて、耐えられない」

「……レオンシオ様」

「血を流すなんて、自分の身を斬られるようだ」

　レオンシオが震えている。

　こんなに悲しむなんて。きっと、かつて亡くした友や団員の死を重ねているのだろうと思った。そんなに悲しい顔をしないで。ロシータはレオンシオの胸に顔をうずめ、そしてシャツの上から肌に歯を立てた。

「では、あなたの体で傷を塞いでください」

　ロシータはレオンシオが着ているシャツのボタンを外して、脱がせた。

　医務室へ駆けつけたり、ロシータを抱き上げて部屋へ戻ってきたりと動いたためか、うっすらと汗をかいている。

　レオンシオの体を押し倒すようにして覆いかぶさると、ロシータは自分から唇を重ねた。

「……傷口が開いてしまうだろう」

　ロシータがそのようなことをするとは思わなかったのか、レオンシオは心配そうに覗き込んだ。

「大丈夫。お願いです。抱いてください」

　不安で仕方がなかった。

　本当は怖かった。ふたりの関係に不満を持つ存在があったとしても、関係ないと思っていた。ただふたりの世界が幸せであるならばどうでもよかった。しかし、悪意として姿を現し目の当たりにすると恐怖が心に充満していく。破壊や破滅を招きそうで。

　植物園のガラスのように、割れてしまいそうで。

　レオンシオに抱かれ、愛し合う歓びで恐怖と不安を拭いたかった。

　他人につけられた傷を塞ぎたかった。なにもわからなくなるほどに、抱いてほしかった。

「俺のそばにいれば、安心だから」

　安心だからと、彼は自分に言い聞かせている。不安だと、レオンシオの青く美しい瞳が言っている。わかる。同じように不安を感じている。かつての大事な存在の死を重ねているのがわかる。

　不安と恐怖の欠片は、ふたりの肌に飛び散る。

「大丈夫。わたしは……大丈夫」

　なにを根拠にと笑われるかもしれない。大丈夫である保証などない。けれど、安心させたかった。泣き出しそうな青い瞳を優しさで包みたかった。

　頬に触れた彼の指を咥える。すると、ゆらりと、レオンシオの瞳に男の欲が灯るのがわかった。
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　季節が冬へと変わる頃。

　暖炉に火を入れ、温かい茶から立つ湯気を見つめる。

　レオンシオは鉱山町アンバールの現状報告書と王都から町までの行程表を見ていた。

　植物園での騒動のあと、特になにも起こらない。静かなものだ。ロシータの小指の傷も癒え、普段通りの生活に戻っていた。

　ふたりの関係をよく思わない者たちはアドラだけではないはずだ。しかし、ロシータが怪我を負ったときレオンシオが烈火の如く怒りを表したことは、アドラをはじめとした連中には効果的だったように思う。少なくともいまが平穏だから、そうであってほしい。

　ふたりの関係を知らない者たちは、なぜレオンシオがロシータのことであのように激怒したのか、誰も憶測しない。『とある侍女』が怪我をした。正義感から『無愛想な騎士団長』が怒り『問題児の美女』とやりあった。そのように王宮内では広まっている。噂とは面白いものだ。

　ロシータとレオンシオにとっては都合のよいことではあったが。

　ただ、ふたりの関係を知る者の目にはどう映ったか。想像しかできないが、静かな日々が続けばいい。

　穏やかなレオンシオの横顔を見ていると、ほっとして頬が緩む。

「なにかいいことでもあったのか？」

「ごめんなさい。なんでもないです」

　ロシータの視線に気づいたレオンシオは、書類をテーブルに置き、ふうとため息をつく。

「アンバールへ出発する日は決まったのですか？」

「ああ、今朝の会議で決まったよ。先方の日程と合わせて、ひと月後だ」

　レオンシオが町の現状報告と行程を確認しているのは、王族警護任務が入ったからだ。

　鉱山町アンバールに、輸出先国の王族が視察交流に来ると知らせがあった。こちらの王太子が出迎え、会食などを予定しているため、レオンシオたち第一騎士団を伴い向かうことになる。

「片道二日ほどかかる道のりだ。道はそう険しくはないが、山登りだからなぁ」

「人間も馬も大変そう。積荷も多いでしょうし」

「まだ本格的な冬到来ではないから積雪は心配いらないようだが、標高が高いアンバールはここより寒いだろうな。なぜこの時期に視察をするのだと思ったが、相手国は北国だ」

「寒さに慣れているのでしょうね」

「しかしあとひと月もずれていたら雪に阻まれ、行くのに苦労をしただろうな」

「防寒対策をしっかりしないといけませんね」

　風邪をひかずに帰ってきてほしいものだ。

　うなずくレオンシオは、ソファから立ち上がった。

「ロシータ。俺はアーロン殿下と打ち合わせがあるから、もう行く」

「はい。わたしも戻ります」

　レオンシオを見送り、ロシータはティーセットの片づけをして部屋を出た。

　暖炉のぬくもりから抜けると、廊下はひんやりとしている。

　アンバール往復の王族警護となると、半月ほどは戻ってこないだろう。ロシータは窓の外の景色を見つつため息をついた。レオンシオは第一騎士団長なのだから仕方がないのだが、寂しい。しかし、笑顔で見送って帰りを待つしかない。

　自室への道すがら、サロンの前を通りかかる。少しだけドアが開いていて、なんとなしにのぞくと室内に女性がふたりおり、ティータイムを過ごしているようだった。あれは王族付きの侍女である。彼女たちふたりだけでアドラはいない様子だ。

「戻ったらって来月のアンバール遠征？」

「そう。アーロン殿下が話を進めたいと前向きにおっしゃっているようだし、本人たちにもそれとなく伝えてあるそうよ。アンバールから戻れば、いろいろ決まっていくんじゃないかしらね」

「レオンシオ様、頼りがいのある素敵な方よね。なんといっても第一騎士団の長。花形よ」

　立ち去ろうとしたとき、予想外の名が出たのでロシータはその場から動けなくなった。

　レオンシオの、なんの話だろうか。王太子アーロンの進めたい話とは。

　立ち聞きするなどはしたないのだが、話の内容が気になって仕方がない。

「あら、あなたもしかして」

「レオンシオ様って素敵じゃない？」

　そうねぇ、などと笑いながらケーキを頬張るふたり。

「彼、恋人がいないのかしら。無愛想と言われるけれど黙った顔も素敵だもの」

「なんかどこかの侍女とって聞いたことがあるわ。それがこの話なのか、違う人なのかわからないけれど」

「もし彼に恋人がいたとしても、相手がアドラ様じゃあね。敵いっこないわ」

「お顔はとにかく美しいものね。性格は悪いけれど」

「しっ。彼女の取り巻きが聞いていたら大変よ」

　警戒しつつも、ふたりは顔を見合わせて笑っている。

　王太子、レオンシオ、アドラの名前まで。なんの話だろう。鼓動が速くなる。聞きたいような聞きたくないような。しかしその場からロシータは動けない。足に根が生えたようだ。

「騎士団長レオンシオ様ならば、王家遠縁のアドラ様に相応しいのではなくて？　おふたりの縁談というのは大きな話題だわ」

　息が、できない。

　まるで鈍器で殴られたかのような衝撃だった。

　なに？　どういうこと？　レオンシオはなにも言っていない。聞いていない。知らない。

　ロシータは血の気が引き、同時に混乱した。

「おふたりが結婚なさったら、どうなるのかしらね」

「美男美女でお似合いなのじゃない？　お互い強いし」

「ああ、この前やりあったらしいわね」

　侍女たちの笑い声が遠くに聞こえる。ロシータはゆらりとドアを離れ、足早に自室へ戻った。

　レオンシオに縁談がある。相手はアドラ。王太子アーロンが取り持っている。

　よく飲み込めず、受け入れたくなくて、細切れになった言葉たちがロシータの体を駆け巡る。

　ベッドに飛び込むと、シーツに顔をうずめて夢ならば覚めてほしいと願う。目を閉じて、開ける。また目を閉じる。

　涙が溢れてくる。

「なぜ、どうして」

　きっとアーロンは、ロシータとレオンシオのことを知らない。

　王太子であるアーロンにとって、レオンシオに恋人がいるかいないかは、あまり重要でないのかもしれない。少年時代を共に過ごし仲がいいとはいえ、主従関係上、アーロンに聞かれなければレオンシオは自らロシータのことを打ち明けないだろう。

　誰かが、レオンシオとロシータは恋人同士だと伝えてくれればいいのに。あのふたりは愛し合っていると、気づいてくれればいいのに。

　いや、いますぐにでも大声で叫びたい。言ってしまいたい。

　わたしは、レオンシオを愛しているのだと。

　玉座に跪いて、レオンシオの恋人は自分だと、奪わないでほしいと、乞いたい。

　浅ましい。床に這いつくばってでもレオンシオを失いたくない。まるで燃えた鉄が注がれるような痛みがロシータを貫く。

　泣き声が掠れても、涙は涸れなかった。

　その日は一睡もできずに朝を迎えた。数日はなかなか寝つけず、眠ったと思っても何度も夜中に覚醒した。再び眠ることはできず、空が白むのをベッドから見ていた。

　ただの噂話ではないのか。本人からなにも聞いていないのだから。そう思ってしまえばいいけれど、簡単に割り切れない。

　王族付き侍女たちの話なのだから事実である可能性が高いのだ。ただの噂話だと思い込もうとしても無理だ。ひとりの時間は重苦しさに支配され身動きが取れない。

　レオンシオはこのところ職務が忙しい。それはロシータにとっては好都合だった。

　会いたくなかった。直接聞けばいいのにそれができない。あれだけ愛を囁き合っていたのに。宝物がほろほろと崩れそう。信じたいのに、どうしようもない。

　内からせりあがるような不安を叫んでしまいたくなる。

　そんな折、王妃側付きの人手が足りないので応援に行ってほしいと依頼があった。ラヴィーニアが短期間、里帰りをするそうだ。手土産の選定や荷造りなどの準備を手伝うのである。

　アドラの姿はない。またどこかで自分の時間を過ごしているのだろうか。ここでアドラと顔を合わせなくてよかったとも思う。しかし、もしいまレオンシオと過ごしていたらと考えると胸がつかえ呼吸が苦しくなる。

　落ち着きなさい。いまは仕事中。

　ロシータは静かに深呼吸をした。

　久しぶりに母親や兄弟に会えると喜び、穏やかな笑顔のラヴィーニア。嬉しそうな彼女を見ていると、ロシータの心はしばしの間、和んだ。

「ラヴィーニア」

　そんな中、部屋にアーロンが訪ねてきた。準備の様子をうかがいに来たらしい。駆け寄ったラヴィーニアにキスをし、抱きしめる様子はとても愛情深く、まわりの空気も暖めた。

「足りないものは言うんだよ」

「大丈夫です。あなたが選んでくれたお土産もたくさんあるし」

　仲の良いふたりは微笑ましい。

　職務に戻るというアーロンを見送るためにロシータもラヴィーニアや侍女たちと共に部屋を出た。すると、少し離れて、きちんと制服を身に着けたレオンシオが立っていた。ロシータに気づいた彼は少しだけ手を挙げて合図をくれたが、ロシータはうまくいかない笑顔で返す。

　ラヴィーニアが部屋に戻ると皆が続いたが、ロシータはなんとなく後ろ髪を引かれ、廊下に残る。柱の影からレオンシオを見ていた。彼はアーロンと共に向こうへ歩いていく。

　数日ぶりにレオンシオの姿を見て、胸が押し潰されそうだった。

　遠ざかる大きな背中を見送っていると、アーロンが部屋から出てきた誰かに声をかけているようだ。黄色のドレス、あれは。

「アドラ様……」

　偶然会ったというよりは待ち合わせをしていたかのよう。

　アーロンの後ろをレオンシオとアドラが並んで歩く形で廊下を進んでいく。角を曲がったので、ロシータは思わず後を追う。

　どこへ行くの。なにをするの。

　どこへ行こうとなにをしようと、ロシータには関係ないのだ。けれど、わかる。これは嫉妬だ。急速に熱を持つ心を持て余す。息が苦しい。

　追いかけた先に再び三人の背中。この先の突き当たりにはアーロンの書斎がある。アーロンとレオンシオだけならばなにも疑うことはないのだが、アドラがいる。

　なぜいるの。なにをしているの。

　レオンシオ様ならば、アドラ様に相応しいのではないの。

　先日聞いた侍女たちの声がまるで耳元で囁くように。

　引き留めたい。けれどロシータにそんな資格も権利もない。

　アーロンの後に続いて歩を進めるレオンシオとアドラ。その光景すら見たくないのに。ロシータが息をつめたときだった。

　アドラがすっとレオンシオに寄り添い何事か耳打ちした。そして、レオンシオの手を握ったのだ。レオンシオは振り解くでもなく、前を向いたまま頭を動かさない。どんな顔をしているのだろう。笑顔だろうか。アドラはなにを話しかけているのだろうか。

　わたしがレオンシオ様とすることができない、ふたりの未来について話しているの？

　ロシータは彼らから視線を外した。

　仕事に戻らなければ。ロシータはラヴィーニアの部屋に戻り、黙々と仕事を続けた。忙しさに集中すれば、いっとき苦痛を忘れることができる。泣くのは自室に帰ってからだ。

　持ち場の仕事が終わると、どこにも寄らずに自室へ戻った。夕食も喉を通らず、早々にベッドに入り頭から掛布をかぶって枕に顔を埋めた。気づけば泣き疲れて眠ってしまったようで、カーテンを閉め忘れた窓から見える夜空には欠けた月。泣き腫らした目が熱い。冷やすためにベッドから這い出して、洗面台へと向かう。号泣したためか頭痛がする。のろのろと顔を洗い、視線を上げると鏡に自分の顔が映った。

　酷い顔をしている。

　レオンシオが愛した女はこんな顔をしているのか。涙がぽろり、また零れる。真っ赤な目は止めどなく涙を溢れさす。

「レオンシオ、さま」

　こんなことになるなんて、思いもしなかった。いつまでもレオンシオに愛を囁けると思っていた。彼を見守り、抱きしめていけると。

　それとも、最初からレオンシオとの道は閉ざされていたのか。もしやいっときの遊びだったのか。そこまで考え首を振る。レオンシオはそんな人ではない。

　アーロンの縁談を断れば、レオンシオの未来に傷がつく。

　ロシータは乱れた自分の赤毛をぐしゃりとかき混ぜる。レオンシオに貰った髪飾りを外す。握りこむと細工の先端が手のひらに刺さった。

　愛する人を自分から切り離すことは、これよりも痛いだろう。

　思い出だけ、切り取って胸に仕舞おう。どこにも出さず、レオンシオに愛された記憶だけを、閉じ込めて。

　ここにわたしがいたことなど、誰も思い出さないように。

















第四章　スター












　侍女長室から退室し、身支度をしに自室へ戻る途中だった。

　足音が追ってくるのに気づいて、ロシータは歩調を速めた。

「ロシータ」

　呼ばれたので無視するわけにもいかない。ロシータは立ち止まって振り向いた。追ってきたのはレオンシオ。

　半月ぶりに見る愛おしい人の顔だ。

「こんなところへいらっしゃって……。いかがされましたか？」

「ロシータ。なんのつもりだ。何度も呼んだのになぜ俺のところへ来ない」

「申し訳ありません、レオンシオ様。わたしはこれから侍女長にお供し出かけねばなりません」

　ロシータは一礼しその場から立ち去ろうとした。途端に腕をつかまれる。

「放して……ください」

「来い」

　強い力から逃れられなかった。レオンシオは書庫となっている部屋にロシータを引き入れ、壁に追い込んだ。

　どん、と壁に両手をついてレオンシオは体でロシータを閉じ込める。素早く室内に視線を走らせたが、誰もいない様子だった。

「ロシータ。なんだっていうんだ。なぜ俺と会おうとしない？　仕事を依頼しても別の者を寄越したりしてどういうつもりだ」

「だ、誰かいらっしゃるかもしれません。もし聞かれたら……」

「かまわない。こっちを見ろ」

　渋々といった様子でロシータがレオンシオを見上げる。数日ぶりに見た青い瞳は、悲しみと怒りがない交ぜになったような色を浮かべている。

　自分のせいだ。彼の瞳の色はもっと深い青色で、もっと美しいのに。

「ロシータ。どうした、なにがあった？」

「なんでも……ありません」

「ではなぜ、俺を避ける」

「なに、も。放してください」

　背けたロシータの顔を、レオンシオの両手が包む。

「理由も聞かずに放せるわけがない。こうして触れたいと毎日思うのに、きみは逃げる」

「に、逃げてなど……んっ」

　言い訳をする唇をレオンシオは強引に塞ぐ。

「や、め……」

　歯を割って入ってくる舌に抗うが、無駄な抵抗だ。激しく奪う唇から熱が注がれる。レオンシオの炎を思い出したロシータの体は内からグラグラと茹だるようだった。

　呼吸がままならなくなったとき、やっと解放された。自然と吐息に喘ぎが混じる。

「……ロシータ。なにがあった？」

　いやいやと首を振るロシータ。

　なにも言ってはいけないのだ。レオンシオの邪魔になるならば、沈黙しなければ。

「お願い、放して。レオンシオ様」

　レオンシオの厚い胸をぐいと押すと、諦めたのか抵抗がなくなった。大きな体の囲いから、ロシータはすり抜けていく。

「ロシータ！」

　ごめんなさい。ごめんなさい。

　謝罪をつぶやきながら、ロシータは書庫から飛び出した。

　ごめんなさい。あなたを愛しています。だから、わたしを忘れてほしい。

　いまはただ余熱で心が温いだけ。柔いだけ。

　きっと、この唇も体も、愛し合う歓びも、お互いの思いを交わしたことも、全部。

「あなたは、忘れる」

　涙でよく見えない廊下をロシータは走った。追いかけられないように、レオンシオから見えなくなるように。

　自分の靴音だけが響く廊下は冷えていたけれど、レオンシオの体温を分けた唇が熱い。

　立ち止まって呼吸を整える。そっと振り向くと、誰もいない廊下は静まり返っていた。

　これでいいのだ。追われても逃げて、沈黙していれば。自分の心を殺していけば。

「愛して、います……」

　唇を拭い、ロシータは涙をひとつ零した。






　それから数日後。

　予定通りアンバール遠征の一行が出発する日となった。天気は快晴、雨の心配もなさそうだ。太陽の光のおかげで暖かい朝だった。王太子アーロンと第一騎士団数十名を見送る王宮関係者が庭園に出て、ちょっとした催し物のような空気が漂っている。

　ロシータも見送りの者たちに交じっていた。

　騎馬のレオンシオを見つけた。相変わらず体が大きいので目立つし、遠くからでも見つけやすい。ロシータは目を閉じてその姿を瞼の裏に焼きつけた。

　再び目を開けると、レオンシオはこちらを見ており、青い瞳と目が合う。

　きみの赤毛は遠くからでも見つけやすいな。

　レオンシオの言葉を思い出し、鼻の奥がツンとした。

　一本の糸で結ばれたようなふたりの視線。レオンシオの唇が動いたが、なにを言ったのかはわからなかった。

　無事の帰還を願う人々の声があがる中、ロシータは建物に戻る。

　昨日、侍女長に申し出た辞職について、詳しく説明しなければいけない。ロシータは振り返らずに廊下を歩き出した。

　一行が出発し、数日。

　ロシータは自室の片づけを半分ほど済ませていた。

　引き継ぎや、自分が受け持ち終わらせていかねばならないこと以外は、王宮を発つ準備に注いだ。侍女長がそのように配慮してくれたのだ。

　侍女長に意向を伝えると、止められたものの最終的には受理されることとなった。

「ロシータ。ここを辞めてその先どうするつもりですか？」

「父の事業を手伝おうと思っています。兄は独立し、新事業を手掛けているので」

「あなたほどの人……実に惜しいです。わたしのそばでずっと働いてほしかった」

　侍女長は目を伏せて悲しそうにため息をついていた。

　決心が揺らがないうちに、王宮を去ろうと思っていた。

　不要なものは処分し、使えそうなものは仲間に譲った。段々と物がなくなっていく部屋。もともとあまり飾り立てた部屋ではないし、必要最低限の生活用品しか持っていなかった。

　ドレッサーの上には、レオンシオから貰った髪飾り。胸にはアンバールサファイアのペンダント。ロシータはペンダントに手を当てて目を閉じた。

　父へはすでに手紙を出し、了承の返事を貰っている。

　家に帰り、先のことはわからない。両親はきっと縁談を進めてくるに違いない。相手が誰であろうと受ける気持ちにはおそらくならない。

　父の事業を手伝うと言っても簡単ではない。一から勉強しないといけないことはたくさんあるだろう。

　ここへ来たときも、そんな気持ちだったな。

　ロシータは右も左もわからなかった新米侍女だった頃を思い出し、ふっと笑った。必死の毎日の中で、レオンシオと出会った。

　手を止めて窓の外を見ると、小雪がちらついている。

　ここまで雪が来ているということは、アンバールはもう少し降っているのかもしれない。

　薪が勿体ないと思い、暖炉の火を落としてある。ロシータは冷たい指に息を吹きかけた。

　青い瞳がちらついて片づけがはかどらない。今日はもうやめようか、そう思ったときだった。

　外が騒がしいことに気づく。なんだろうと思い、廊下に顔を出してみる。バタバタと走る使用人や執事の姿。

　なんだか胸騒ぎがする。彼らを追うようにしてロシータも同じ方向へ向かった。エントランスから外へ出ると、人だかりの中に馬と騎士団の制服が見える。第一騎士団の早馬だ。

　なにかあったのだろうか。ただ事ではない雰囲気に背筋がひやりとする。

　いつの間にか王宮残留の側近らも外へ出てきており、肩で息をする団員を囲んでいた。心配そうな表情で口々になにか言い合っている。

「王太子殿下一行が襲撃された」

「怪我人がいる」

　漏れ聞こえる言葉に血の気が引いた。ロシータは人だかりを掻き分けて団員のそばへ行った。

「襲撃……怪我人って、誰がですか？」

　なんだお前は、とでも言いたげな側近たち。若い騎士団員は息を切らしているが、怪我はなさそうだ。

「国王陛下にもお伝え願いたい。我々はすぐに後続隊を組織し、また戻るよう指示されました」

「わかった。現場の状況をもっと詳しく説明してくれ」

　若い騎士団員の名はセルソといい、彼の話はこうだった。

　輸出先国の王族とペドレリア王太子がいる鉱山町アンバール。

　情報を聞きつけ、王族とアンバールサファイアを同時に狙おうと企んだ盗賊組織に襲われたのだという。平時よりも厳重警備となるのはわかりそうなものだが、金さえ手に入ればどうでもよかったのだろうか。敵勢約五十、対する第一騎士団は三十。数でねじ伏せようとした寄せ集め集団の作戦は少数精鋭に敵うわけがなく、第一騎士団の勝利となった。しかし現場は混乱しているという。

「怪我人多数。しかし皆軽傷ですので命に別状はありません。ですが、殿下をかばい重症者が一名」

　ほっとしたのもつかの間、眉根を寄せてセルソは続ける。

「運ばれていく後ろ姿を遠目に見ただけなので誰なのかわからないのですが……そういえば血だまりからこれを拾いました」

　彼の手から滑り出たのは、あまりにも見覚えのあるもの。ロシータは何度も見たそれに震える手で触れた。

「こ、これは……なぜここに……」

　血と土で汚れてチェーンの切れた、アンバールサファイアのペンダント。

「これはアンバールサファイアですよね。見ればわかります。あと、第一騎士団長のレオンシオ様がこれと似たようなものを身に着けているのを見たことがあるので」

　ロシータの反応でなにかを察したのだろうか。セルソはロシータの手にペンダントを乗せる。

「……大事なものなのでしたらお持ちください。わたしたちは再びアンバールへ戻らねばなりません」

　セルソの言葉に側近たちも散らばる。

　国王への報告並びに輸出先国への対応を行うのだろう。

「お待ちください、セルソ様」

　馬上のセルソへ呼びかけた。ロシータは震える手を必死で抑える。

「看護要員が必要ならば、わたしが。わたしも参ります」

　そう伝えるとセルソは驚き目を見開いた。セルソに伴っていた騎士団上層部とみられる痩せた男がロシータを制する。

「きみは先程から……怪我人の手当てはアンバールの病院で行える。足手まといだ。下がっておれ」

「わたしはひとりで馬に乗れます。それに人の手は多いほうがいいはずです。お手伝いします」

「一介の侍女がなにを生意気な」

　痩せた男が唾を飛ばした。しかしロシータはなおも食い下がる。

「いまは非常事態です。わたしが何者だろうと、大事なものを守り負傷した人たちを放っておけません！」

　なんと言われようとひとりでも向かうつもりだった。

　それしかできない。こんなに遠く離れていてはなにもできない。せめてレオンシオのそばに行きたい。こんな言い合いをしている間にもレオンシオの血は流れている。苦しんでいる。一滴の血でも拭ってやりたい。

　自分にできることは、その程度でしかないのだ。

「……馬に乗れるとのこと」

　馬を降りたセルソに問われ、ロシータはうなずいた。

「緊急の命。我々は王太子殿下のもとへ早急に辿り着くことを優先します。本来なら休憩をしながら二日かかる行程を一日で行きます。あなたがたとえ落馬しても力尽きても、助けずに放置していきますが、それでもよろしいですか？」

「もちろんです。わたしのことはお気になさらず。任務を遂行なさってください」

「おい、セルソ。勝手なことをするな」

　痩せた男はセルソに詰め寄った。

「班長、現場が混乱しているのは俺がよくわかっています。怪我人の世話をする者がひとりでも増えれば助かるのです」

　セルソに説得された痩せた男はため息をつく。無言でその場を立ち去った。勝手にしろということか。セルソがロシータに微笑みかけたので、それが合図である。

　ロシータは急いで医務室へ行き、包帯や傷薬などを分けてもらった。鞄に入れて背負う。ずしりと重みがあるが、こんなことは怪我をした者たちのことを思えばなんということはない。

「ロシータ殿。準備はいいか」

　セルソは一頭の馬をロシータに預けた。いろいろと考えている暇はない。とにかくついていかなければ。ロシータは背負った荷物を落とさないようにして馬にまたがった。

　数十名で組織された後続隊。それに続いてロシータは馬を走らせた。

　防寒はしてきたものの、風を切って走るのでやはり寒い。

　王都から二日かかるアンバールのようなところまで遠乗りはしたことがない。ひとりで馬に乗ることはできるものの、いままではレオンシオが隣にいた。

　ロシータは飲み込みが早いから上達も早いな。体の均衡を保つこと、馬に合わせて自分の体を動かせ。馬と一体になるんだ。

　レオンシオの声が頭に響く。

　手綱はこう持って目線は真っ直ぐ。ロシータ、こっちだ。よくできた。

　いけない。集中しなくては。

　落馬しても誰も助けてはくれないのだから。森の中で置き去りにされては生死に関わる。アンバールへの道も王都への帰り道も、ロシータにはわからないのだから。とにかく団員たちから離れないようにしなければ。

　一頭の馬が速度を緩めロシータの隣に沿った。セルソである。

「調子はどうですか！」

「絶好調です！　ありがとう！」

　ロシータの笑顔を見て、セルソは前方に戻っていった。気遣いが嬉しい。しかし、甘えてはいけない。ロシータがついていけなくなったなら置いていかれるのは間違いないのだから。

　鉱山町への長距離移動。聞いた通りなだらかだが山登りだ。途中、運河を眺める稜線に出て、美しい景色を見ることができた。しかし見とれている暇はない。木々の中を走るときは枝や葉が服や体を傷つけていく。太陽が落ち、団員が灯した松明を見失わないよう追いかける。馬を乗り換え、さらに進む。とにかく前へ。アンバールへ。少しでも早く。

　レオンシオのもとへ行かなければ。

　傷ついて、血を流しているのだ。苦しんでいるだろう。そう思うと胸がしくしくと痛む。

　ロシータは寒風吹きすさぶ中、夢中で馬を走らせる。頬に当たる風は木の枝が裂いた傷を冷やし、血を固める。痛みにかまわず前へと進む。

　自分は王宮を去る身。だが、最後にレオンシオの命に寄り添うことを許してほしい。寒さにかじかむ手、擦り傷ができた頬。レオンシオがいっとき愛したこの体。彼が無事に生きながらえるために触れることで自分の命さえ分けたい。忘れる決心をしたのに、いまレオンシオのもとへ行こうとしている。

　あなたを遠ざけたのにまた近づこうとしている。こんな自分勝手なわたしを、お願い。許してほしい。

　誰にともなく乞うロシータだった。

　涙が頬を伝ったとき、山の向こうに朝日が光った。

「アンバールへ入ったぞ」

　土だった道に石畳があらわれて、家が見えてくる。

　鉱山町アンバール。思ったよりも大きな町だった。道沿いに並ぶ街頭は立派な鉄製。建物も新旧あるがしっかりした造りで、店も並ぶ。

　到着は予定通りなのか遅いのかわからない。しかし夢中だったので、体のあちこちが痛いと気づいたのは馬から降りたときだった。ロシータは地面にがくりと膝をついた。

「大丈夫ですか」

　セルソが背後からロシータの腕を支えてくれる。

「大丈夫です」

「よくついてこれました」

「わたしにかまわず、病院へ。すぐに追いかけますから」

　セルソはうなずくと、ロシータの荷物を持って立ち去った。ほかの騎士団員たちも街路樹に馬を繋ぐと、広場の向こうへと走っていった。

　朝焼けからゆっくりと日の光がアンバールの町並みを浮き出る。次第に、戦いのあとが視界に入る。

　雪が舞い降りる世界だった。

　折れた剣、砕けた木刀。靴や手袋。黒く見えるのは血の跡だろうか。破れた外套。青と黒を基調としたペドレリア王立騎士団の制服が地面に落ちている。ロシータはそれを拾って胸に抱く。

　大事なものを守るために剣を振るい、ここで戦った。

「レオンシオ様……」

　早く行かなければ。でも足が立たない。情けない。

　地面についた膝も手のひらも痛い。痛くて冷たい。けれど、こんなものよりも苦しんでいる彼がこの町にいるのだ。

「レオン、シオ」

　この制服は彼のものかもしれない。血がついている。制服をかき抱き、涙を拭いた。ロシータの懐には血に汚れたアンバールサファイアのペンダントがある。胸に手を当て、ぎゅっと体に力を入れた。

「……う、レオンシオ様ぁ！」

　立ち上がれ。行かなくちゃ。痛みは我慢して。

　這うようにして前に進む。こんなに寒い場所で、あの人は苦しんでいる。その苦痛を少しでも取り除くために、自分はここへ来たのだ。

　涙で視界が歪む。

　歪んだ光の中に、ひとつの人影が揺れた。

　こちらへ歩いてくる。大きな体。逞しくて、よく鍛えた太い腕。シャツがはちきれそうな胸板。

　わたしは夢を見ているのだろうか。

　ロシータは制服を抱え地面に膝をついたまま、目の前に来たその人物を見上げた。

「ロシータ……？」

　汚れた頬、乱れた黒髪からのぞく青い瞳。

「レオ……シオ、さま」

「ロシータ。なぜ、こんなところに」

　紛れもなく、レオンシオだ。きちんと自分の力で歩いている。立っている。怪我をしたのではなかったのか。負傷からの不自由を感じさせない。

　レオンシオはロシータの前に片膝をついた。

「け、怪我を、重傷者一名と。レオンシオ様が。王太子殿下をかばって、負傷したって……これ、血だまりに落ちていたと。セルソ様が、レオンシオ様じゃないのかって……」

　混乱しているロシータはボツボツと細切れに伝える。懐から、チェーンが切れ血に汚れたペンダントを出して見せた。

「負傷したのは別な団員だ。俺と一緒に殿下のそばにいた。たしかに重傷だが、命の危険はない。大丈夫。彼は無事だよ」

　その団員もだが、レオンシオはどうなのだ。なんだかうまく状況が飲み込めない。

「あの、レオンシオ様、お怪我は………」

「俺はかすり傷だ。どこもなんともない」

　嘘でしょう。いや、怪我を負っていなかったのだから安心すべきなのだが。

　レオンシオの笑顔が眩しい。はぁっと大きなため息をついたロシータの手を、レオンシオはそっと握った。手の中にはレオンシオのペンダントがある。

「……もみ合ううちに切れてしまったのだな。ペンダント、また落としたと思ったんだ。無事に帰ることができるよう、お守りのつもりで着けていったのだが。外すべきだった」

「落とし過ぎです。大事なものなのに……」

「そうだな、すまない」

　どこでどう間違ったのか。レオンシオは無傷で、無事だ。情報が錯綜していたのも無理はない。セルソも言っていたが現場は混乱していたのだ。

　ロシータは目を閉じた。安心という言葉では表現しきれない感情が心を満たしていく。

「……ペンダントが守ってくださったのですね」

「またきみに渡ったのか。このペンダント」

「し、心配しました。心配でたまらなくて、わたし……すみません。勝手にここまで来てしまいました」

「驚いた。俺よりもきみのほうが傷だらけじゃないのか」

　レオンシオの手が伸びて、頬に触れる。

「ここまで、来てくれたのか」

　じっと見つめる青い瞳は朝日にきらめいて、ロシータを釘づけにする。

　ああ、このままずっと見ていたい。でもそれは許されることではない。爪が手のひらに食い込むほど握りこんだ拳を地面につき、無理やりに立ち上がる。

「……安心しました。わたし、行きます」

「行きますってどこへ。おい、ロシータ」

　早く立ち去れ。このままここにいていい存在ではないのだ。レオンシオの無事を確認したのだから、自分の役目はここまでだ。

　よろめいたロシータの手をつかむレオンシオ。ロシータはその手を振り切った。

「ロシータ！」

　なおもレオンシオはロシータをつかまえる。

「またそうやって行ってしまうのか」

「放してください」

「会いにきてくれたんだろう。俺に。無理してここまで」

　レオンシオは優しい。自分の立場よりも他人を思いやる人だ。相手がロシータでなくても、引き留めるだろう。

　しかし、この手は振り解かなければいけない。

「す、すみません。勝手をしたのです……。ひと目、会いたくて来てしまいました」

「俺は嬉しいのに、なぜ行こうとするんだ」

「わ、わたしではだめなのです。レオンシオ様のためにならない」

「ロシータ、なにを言っている？」

「これで、お会いするのを最後にします」

　レオンシオの動きが止まる。ロシータは零れ落ちる涙を隠すために下を向いた。もうだめだ。見てはいけない。レオンシオの顔を見ていたら、振り切れない。

「最後ってなんだ」

　両肩をつかみ、レオンシオは静かに聞いてくる。辛くてもう目を合わせることができない。

「……縁談が、あるのを知っています。レオンシオ様に、相応しい方との」

　レオンシオと手を繋ぐアドラの姿が目に焼きついている。

　レオンシオとアドラが結婚すれば、ふたりでいるところを王宮で目にすることになるだろう。そんな日々は耐えられない。

　だから去るのだ。もうだめだ。乱暴に振り切ってでも行かなければ。泣いて汚い顔、乱れた髪。こんなみすぼらしい姿を晒したくない。ふたりに未来はないのに、わかっているのに、未練がましく会いにきた。レオンシオのことが心配でここまで来た。その事実だけ残して去りたい。いなくなったあとは、忘れていい。

　最後に、笑顔だけを残したかった。

　振り向いたロシータを、レオンシオが乱暴に抱き寄せた。強い抱擁は、息が止まりそう。

　放してほしい。逃げ出したい。涙が止まらない。

　けれど本当は、許されるのならばこのまま抱かれていたい。

　いつの間にか、声を出して泣いていた。

「……そんな縁談、俺が受けると思ったのか？」

　ロシータを抱きしめるレオンシオは、震えている。声が湿度を持つ。

「だ、だって、王太子殿下のお心なのです。将来、あなたは……」

　王太子の話を断るのはレオンシオのためにならない。より良い相手を妻として迎えること、出世と名誉。それがレオンシオにとっても最良なはず。

「俺の将来は俺が決める。それとも、自分がいなくなれば俺が縁談を受けるとでも思ったか。それはきみの目論見違いだ」

　いまもそう思っている。自分はレオンシオのそばにいてはいけない。いなくなればいいのだ。地位や名誉で人を値踏みすることを嫌っていたはずなのに、なんと悲しいことなのだろう。その地位や名誉を自分が持ち合わせてないから、愛する人から離れなければいけないなんて。

　ならば、なぜここへ来た。自問すると手が震える。

　去ると決めた心を抱えアンバールへと走ったのは、やはりレオンシオへの愛だ。

　人間の心は、複雑で難解で、持て余す。

「……俺を、嫌いになったのか？」

　ロシータはかぶりを振る。

　そんなわけがない。嫌いになどならない。昨日より今日のほうが好きで、日々降り積もるのに。

「こんなに泣いているのは、俺のためなんだろう？」

　コクコクと何度もうなずく。

「どこへも行くな。ロシータ、俺に必要なのはきみだけ」

　好きだよ。耳元で囁くレオンシオの声。気が遠くなりそうだ。

　悲しませたくなかった。傷ついている心を癒やしたかった。それなのに、彼はこんなにも震えている。

「悲しませて悪かった」

「ごめ、なさい……レオンシオ様」

「きみは俺の心を奪って、振り回すんだな。まったく」

　きつい抱擁を解くと、レオンシオはロシータを抱き上げた。

「わっ……！」

「フラフラじゃないか。このまま抱いて王都まで帰る」

「降ろしてください……」

「放さない」

　ポコポコと肩を叩いたが体格差が激しいので敵うわけがない。抵抗をしたものの、嬉しかった。降ろしてもらわなくてもいい。このまま身を任せていたい。

「……レオンシオ様のこと、信じていいですか？」

　当たり前だろう、とレオンシオの額がロシータのそれにコツンと当たる。

「ずいぶんと見せつけてくれるなぁ」

　聞き覚えのある声が背後からした。驚いてレオンシオの肩越しに見ると、なんと王太子アーロンだった。

「王太子殿下！」

　腕組みをして呆れたような顔でこちらを見ている。

　よかった。傷など負っていない様子。

　アーロンが無事であったことを確認できて、ロシータはほっとした。しかし、このような状態で行儀が悪いのではないか。降ろしてほしくてバタバタと手足を動かしたロシータだが、レオンシオはびくともしない。

「おい、レオンシオ。お前の恋人はこんなところまで来てしまうのか。愛されているな」

「そうなのです。俺も、ロシータなしでは生きていけないので」

「そんなことを言っていいのか、騎士団長が」

「なんとでも」

　会話を聞いていて気づく。ということは、アーロンはふたりのことを知っているのだ。

「なるほど。お前がほかの女との縁談を断るわけだ」

　ぽつりと言ったアーロン。

「アーロン殿下のお心遣いは嬉しいです。しかし、お気持ちだけいただきます。ロシータが俺の恋人ですから……殿下に隠し立てしていた俺も悪いのですが」

　俺の恋人。

　宣言してくれたレオンシオの気持ちはとても嬉しかった。しかし、抱えられたままの恰好で、アーロンの目の前。ロシータは穴があったら入りたかった。

　恥ずかし過ぎる。

「気づかなかったな。すべて俺に話せとは言わないが、それならそうと早く言えばいいものを。俺だってレオンシオに幸せになってもらいたいのだから。アドラの父から申し出があって良い話だと思ったのだが、お前に恋人がいると知っていれば縁談を持ってはいかなかった」

「申し訳ございません」

「謝らずともよい。わかっている。アドラはお前を愛しているわけではない。よかれと思い進めようとした縁談だったが……こうなってよかったのだ」

　苦笑するアーロン。彼とレオンシオは想像以上に気心の知れた関係だと、ロシータは気づいた。

「そうだ。殿下に俺たちの誓いの証人になっていただこう。殿下、聞いていただけますか？」

「レ、レオンシオ様！」

　仲が良いのかもしれないが、相手は王太子。なんてことを言うのだとロシータは思ったが、アーロンもレオンシオも気にしていない様子だ。

「いいぞ。なんでも聞こう。レオンシオは俺の大事な友人だからな」

　人差し指を立ててアーロンがにっこり笑う。

「……いや、あの、王太子殿下、このような恰好で申し訳ございません……」

「ああ、気にしないで。どうぞ続けて」

　アーロンは面白いものでも見るようにニコニコし瞳を輝かせている。なぜだ。

　レオンシオに視線を戻すと、美しい青い瞳を細めている。

「ロシータ、ちゃんと聞いて」

「あの……わたし」

「きみがもう不安になったり、俺の前から去ろうとしたりしないように、約束をしよう」

「約束、ですか」

　ティータイム、乗馬のレッスン。こっそり遠出をしてサンドウィッチを食べたり。逢瀬の数々。

　日々のすべては、小さな約束でできていた。

「そうだよ。俺は……」

「待って、レオンシオ様」

　新しい約束をする前に、はっきりさせたいことがある。流されてしまうのは嫌だった。ロシータは鼻をすすったあと、意を決して言う。

「わたし、見たのです。手を繋いでいたじゃないですか……」

　口を尖らせると、レオンシオが困り顔で首を傾げた。

「誰と？　団員とか？」

「違います。殿下が妃殿下のお部屋を訪ねたあと……アドラ様と親しそうにこう、くっついて。アドラ様が手を取ったことを、抵抗せずに受け入れて」

　たしかにあのとき、レオンシオは嫌がる素振りは見せていなかった。後ろ姿だったのでどんな顔をしていたのかはわからないが。

「アーロン殿下の手前、あの場はやり過ごそうと思っただけだ……きみとの関係をまだお伝えしていなかったが、俺は彼女との縁談は鼻から断るつもりだったし」

　淀みなく答えるレオンシオ。こんなことを蒸し返しても些細なことで、彼の気持ちはもうはっきりしている。だからロシータが意地悪をしているような気分だ。

「俺だって、ロシータ以外に触れられて嬉しいわけがない。彼女、縁談に乗り気だったからな。俺を恐ろしいと言っていたのに抱きついてくるわ、キスまでしようと」

「ええ！　どういうことなのですか、それは！」

　手を繋ぐならばまだしも、キスを迫るなんて。怒りにも似た嫉妬が渦巻いて、どこへぶつければいいのかわからなかった。

「さすがに阻止したが。愛してもいない相手とキスなどできない。ロシータ以外となんて考えられない」

　レオンシオは真剣だった。彼からの確かな愛と嫉妬が混在し、複雑な心境になるロシータ。どうしたらいいのかわからず、レオンシオの頬をつねった。

「……ふたりとも。喧嘩を見せつけられてもただ羨ましいだけなのだが」

　その声に、はっとしたふたり。

「し、失礼いたしました。見苦しいところを……」

　そうだった。アーロンが見ているのだ。恥ずかしくなりロシータは熱を持つ頬を手でおさえる。

「でも、すまない。きみをもう不安にさせない」

「触らせないでください。レオンシオ様は……わたしの、です」

「なに、妬いているのか？」

　こんなことを言うのは恥ずかしいけれど、レオンシオに誰も触れてほしくない。

「去ろうとしたり妬いたり、きみは本当に……」

　レオンシオは、ロシータを抱える腕に力を込めた。

「そんな気にならないように、もっともっと、きみを愛する」

　朝日が眩しい。

　空の色が混ざったレオンシオの青い瞳は、たとえようもないほどに美しかった。

「ロシータ。この命はきみと共にある。ずっと一緒に生きよう。な」

　ロシータはレオンシオに頬を寄せる。彼の耳が冷たい。自分の体温で温めたい。もう離れたくない。この命のそばに、ずっと寄り添いたい。

　彼にしか聞こえない声で返事をした。

　未来への誓いは力強く、思いを重ねて生きていく。

















エピローグ












「そろそろ戻らないといけませんねぇ、レオンシオ様」

「そうだな。午後から出発だからな」

　ペドレリアの冬が終わり、温かな日差しを感じる頃。

　国王が隣国の祝い事に招待されたため、今日からレオンシオは警護で数週間の任務に出る予定となっていた。準備は済んでいるので、昼まではつかの間の空き時間。ふたりで馬に乗り、いつもの丘に来ている。晴天で、遠くまで王都が見渡せる。

　背の低い草の上に敷物、その上に軽食を広げのんびりとしたひとときだ。

　寝転がるレオンシオの前髪を揺らす、春の香りを含んだ風が吹く。芽吹きの季節だ。

　鉱山町アンバールでの襲撃事件から数カ月。

　町も当事者たちも落ち着きを取り戻していった。当時は混乱したものの、討伐後の盗賊組織は捕らえられ、投獄となった。アンバールの民に被害はなかった。重症と言われていた団員は、全治二カ月ほどの刀傷。命に別状はなく、アンバールの病院での手当ての甲斐もありほどなくして職務復帰した。

　アドラは、王宮から去った。

　王太子アーロンとの縁談が実らず、王族付き高級侍女になったアドラ。

　王族遠縁という立場でなく、王族に添う侍女でもなく、王族になりたかったのだろうとは、アーロンの話だ。アーロンに兄弟はおらず、王族に若い独身男性はいない。王太子夫妻に王子が生まれたとしても、将来的にアドラが王子の妻候補となることは考えにくい。

　レオンシオとの縁談に乗り気だったのは、婚姻関係により王族となることが叶わないのならば、騎士団長の妻という立場を欲したからかもしれない。すべては憶測に過ぎないのだけれど。

　しかし、好き勝手し放題だったアドラにも焼きが回ったのか、ラヴィーニアが暇を出した。経費の無駄遣いも目に余り、いじめや暴行も露見した。いくらアドラの父が国王と懇意とは言え、非難の声は抑えることができなかったのだろう。

　彼女は人知れず王宮を離れたという。

　ロシータは再び侍女長のもとで働いている。一身上の都合とはいえ、一度、職を辞する申し出をしているので撤回はしなかった。再度、王宮侍女の申請をして採用となった。侍女長補佐への復職を勧められたが、一から出直すつもりで、新人たちに交ざり仕事をしている。

「そうだ。いい知らせがある。任務に出る前にロシータにこっそり教えよう」

「え？　なんですか？」

　まわりには誰もいないというのに、レオンシオはこそこそと耳打ちをする。

「ラヴィーニア妃、御懐妊」

「えっ！」

　大きな声を出してしまったので口をおさえる。とはいえ、丘にはふたりしかいない。

「アーロン殿下がこっそり教えてくれた」

「そんな大事なこと、わたしに言ってしまっていいのですか？」

「どうせわかることだろう。それに、妃殿下はロシータに側付きになってほしいとおっしゃっているのだろう？」

　そうなのだ。ありがたい話だった。ロシータが復職するとき王妃付きとしての話もあったのだ。しかし、肩書がどうなろうとラヴィーニアが望むのならばできるだけのことはしたいと思っている。

「うわぁ、めでたい知らせですね」

「守ってきたものが繋がっていくことは、嬉しいな」

　少年時代から王立騎士団に身を置くレオンシオ。友人であるアーロンの幸せを誰よりも祈っているだろう。嬉しそうに目を細めている。

　わたしの大好きなレオンシオ。

　その青く美しい瞳にずっと映っていたい。見つめていたい。

　レオンシオはロシータの体を引き寄せて、頬にキスをする。ロシータはレオンシオの耳たぶの飾りに触れた。

　出会いも、幸せな日々も辛い出来事も、自分の中で大事に守ってきた思いと共に、全部今日へ繋がる。

「任務、がんばってください。無事に戻ってきてくださいね」

「わかっている。俺の帰るところは、ここだ」

　レオンシオが体勢を変えて、ロシータを後ろから抱きしめた。ロシータは目の前に回された逞しい腕の匂いを嗅ぐ。彼はおもむろに袖をまくり、蔦模様の刺青を指さした。

　その場所に、新しい絵柄があることに気づく。

　腕に巻きつくように彫られた蔦模様、その先にあるのは真っ赤な花。

「ここに彫った赤い花はね、ロシータ。きみだよ」

　逞しい腕に巻きつき、永遠や友情を意味する蔦模様。思いと祈りの葉をつけ、その先に咲いた、赤い花。

「……レオンシオ様」

「きみは、俺の心に咲いた赤い花。色褪せない、俺の命の行き先だ。後悔と懺悔の日々に咲いた俺の大事なロシータ」

　優しい声は、静かにロシータの心に染み入る。

　ロシータは自分の胸に輝くアンバールサファイアのペンダントに手を当てる。それからレオンシオの刺青を指でたどった。

「思いと祈りの葉、この赤い花が、あなたをずっと守ってくれますように」

　自分がレオンシオの花ならば、レオンシオはロシータにとって海だ。紺碧の希望。

　出会う前は、ただ必死に自分の世界で生きることだけを考えていた。初めて出会ったあの日から、静かで雄大なレオンシオという海に浮かんだ。

　レオンシオのそばで、一生懸命に咲きたい。

　眼下に広がる街並み。ここで生きていく。人々の営みがあり、泣いたり笑ったり。自分たちもその一部であり、時代を共にしていく。

　ひとりで見ていた風景は、ふたりで想像する未来へと変わった。そしてまた、景色が流れ変化していくだろう。

　未来に思いを馳せる。傍らには愛おしいもうひとつのぬくもり。

　あなたがいるだけで世界は愛に満ち、希望が降り注ぐ。
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